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社会福祉法人雲南ひまわり福祉会事業報告 

 

１ 基本方針 

社会福祉法人雲南ひまわり福祉会（以下「当法人」といいます。）では、５年に 1 度のペ

ースで見直し策定する中・長期経営計画（令和５年度から第３期中・長期経営計画（通称    

「MTMP3.0」（MidTermManagementPlan3.0）の策定に着手）の策定に取り組んでお

り、令和６年度に策定し、今後５年間の指針として実践することとなります。 

この MTMP3.0 で掲げる今後５年でめざすテーマは、 

 

『 ホスピタリティ（最高級のおもてなし）とエンターテインメント（最高級の楽しみ）

で感動を創りだそう 』  

 

当法人のスタッフにとって、手元に置くガイドブックとして活用することができ、当法

人にかかわる全ての方々にとって、幸せを実感してもらえるような法人を創るための道し

るべになることを期しています。 

さて、「神は細部に宿る」という言葉があります。語源には様々な説があるようですが、

この語句の意味するところは、「細かい部分までこだわり抜くことで、全体として完成度が

高まる」と一般的に解釈されているようです。全体や表面的な見た目ばかりを気にして、

細かい部分を疎かにすれば、結果として全体の完成度も落ちることでしょう。だからこそ、

本物は、細部に至るまで妥協せずこだわりが貫かれているはずです。 

私たちは福祉サービスを提供するプロフェッショナルです。『相手が気づこうが気づくま

いが、喜ばせたい』という気持ちを常に持ち続けて、自分にできる最高の仕事を心がけて

いくことが重要です。十の工夫や心配りをしたとしても、十の全てに気がついてくれる人

はほとんどいません。でも、一つでも気づいてくださったり、喜んでくださる人がいるか

もしれない。そう信じて、たとえ十すべてが無駄になったとしても、細かな心づかいをや

り続けることが大切です。 

だからこそ、具体的な「やり方」を考えることも大切ですが、「やり方」よりも大切なの

が「あり方」です。法人（会社）は何のために存続していかなければならないのか。それ

は、『法人（会社）に関係する全ての方々にとって幸せを実感してもらうため』です。法人

の思いだけでは叶うことが難しく、スタッフ一丸となって協力し合ってこそ叶うものと思

っています。 

福祉サービスの質と効率性の向上に向けて研鑽していかなければなりません。一人ひと

りの意識により、法人に関係する全ての皆様にとって幸せを実感してもらえる素晴らしい

法人ができると信じています。 

さて、当法人を設立して以来、ノーマライゼーションの理念のもとに『地域で共に暮ら

す喜びをめざし』を法人運営の基本とし、障がいをもつ方が住み慣れた地域で安心して暮

らせるための支援を行ってきました。 

これまでの間、障がい福祉施策が大きく変遷する中で、小規模ではありますが、障がい

をもつ方の障がいの程度・ニーズの多様化に対応できるよう多機能なサービスを提供し、
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利用される方及びご家族の皆様にとって、安心・安全に繋がる法人を目指し取り組んでき

ました。現在は、就労継続支援・生活介護等７つの事業所で１０種のサービスを提供し、

利用される方及び家族の様々なニーズに対応しています。 

平成３１年３月には、これまでの当法人としての活動が評価され、『第９回日本でいちば

ん大切にしたい会社大賞』の『実行委員会特別賞』を受賞することができ、また、令和３

年１月には『第７回ホワイト企業大賞』特別賞『一期一会賞』を受賞することができまし

た。これもひとえに、当法人に関係する全ての皆様からのご支援とご理解の賜と、衷心よ

り感謝いたしております。前述のとおり、組織としてのチーム力の向上に向け、研鑽して

いかなければならない法人ですが、役員・評議員・スタッフが一丸となり、これからも利

用される方及びそのご家族の皆様に喜んでいただけるよう努めていく所存です。 

近年は大規模な災害が頻発する上、新型コロナウイルス感染症についても心配の日々が

続いている状況です。どのような状況であっても、誰もが安心していただける法人創りの

ため、災害時並びに感染症対策に万全を期すため、BCP（事業継続計画）を策定し、危機

対策意識の更なる向上を図ることで緊急時であっても必要なサービスを提供することがで

きるよう徐々に体制整備を行ってきました。 

また、令和２年に我が国でデジタル庁が創設されて以降、『デジタル化』という言葉も馴

染み深くなってきたところです。デジタル化とは、「ＩＴの進化により様々なヒト・モノ・

コトの情報がつながることで、競争優位性の高い新たなサービスやビジネスモデルを実現

すること、プロセスの高度化を実現すること」と定義されています。デジタル技術によっ

て今まで人間が行っていた業務などを効率化したり、新しい付加価値をつけた製品を生み

出すなど、多くの法人・企業でデジタル化に取り組まれています。当法人においても、『サ

ービスの質の向上』や『安心して働ける職場づくり・職場への定着支援』において付加価

値の創造は欠かすことのできない取組の一つです。デジタル化をスタートさせるために、

具体的にステップを設け実践しています。 

私たちの法人では、スタッフ自らが知恵を出し合う『ボトムアップ方式』により、ニー

ズを捉え、アイデアや企画が自然と生まれています。『人は人に貢献できたと実感できた時、

人として輝くことができ、モチベーションが高まる』の心で、スタッフにとって『安心し

て働ける職場づくり・職場への定着支援』を行うことにより、『サービスの質の向上』に繋

げようと、法人全体で様々な取り組みを実践しています。その中で得た『正規スタッフ離

職者０（ゼロ）』（※）は、法人にとって思い掛けないうれしい副産物であり、当法人が誇

れる特色です。 

当法人では、今一度、基本理念・基本方針が求める意志を問い直し、幸せの実感を共創

していきます。 

    

  （※）上記記載の『正規スタッフ離職者０（ゼロ）』は、令和 7 年３月現在、14 年０ヶ月

継続しており、その間、職場定着率は１００％となっています。また、過去５年間の

パートスタッフの職場定着率は、93.31％（令和元年度に限っては１００％）となっ

ています。 
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私たちの暮らす日本では、今、急速な速さで人口減少社会に突入しています。中でも深

刻なのは、働きの担い手である生産年齢人口（１５～６４歳）の大幅な減少です。人口統

計学上、その影響は、今後ますます絶大なものとなります。特に社会福祉法人の行うメイ

ンサービスは、人と人の繋がりを重要視する対人援助サービスです。まさに、利用される

皆さん、ご家族の皆さんはもとより、スタッフからも選ばれる法人となっていかなければ

なりません。 

これまで基本方針として定め、実践してきた『サービスの質の向上』と『安心して働け

る職場づくり・職場への定着支援』は、少しずつですが着実にその成果をもたらしていま

す。今後もその基本方針の目指すところは継続していきたいと考えており、これをベース

に更に充実したものとするため、現在の基本方針を見直し、目指す方向を法人に関係する

皆さんにとって明確に示すことで、今後の飛躍に繋がっていくようなテーマを掲げること

としたいと考えております。 

   

当法人の（基本方針）は、 

 

『幸せを実感してもらうためのサービスを創りましょう』 

『幸せになるための職場を創りましょう』 

 

まだまだ、道半ばであり、課題もたくさんあります。課題の発見は、あくまで前進と捉

え、スタッフ一同、研鑽を重ね、社会福祉の発展に寄与していく所存です。 

新型コロナウイルス感染症は、日本の感染症法上、５類へと移行したものの、心配の日々

が続くことに変わりはなく、今後は、新型コロナウイルス感染症と上手く付き合っていく

日々が続くことが想定され、当法人としても、従前と同様に的確な対応が求められます。

利用される方及びスタッフの命を守る行動を最優先に考え、小規模ではありますが、今後

も更にサービスの充実を図り、障がいをもつ方及び家族の皆様の多様なニーズに対応する

ことにより、少しでも安心をお届けできればと考えております。 

終わりになりますが、引き続く感染症への対応、社会経済情勢の変化、諸物価の急激な

高騰など、乗り越えていかなければならない課題は山積しております。 

しかしながら、どのような状況であっても、乗り越えた先にある光明を見るべく、当法

人がここ１０年の間、組織改革の一環として知恵を出し合い取り組んできた成果を今こそ

発揮し、この難局を皆の力を結集し、共に乗り越えていく所存です。 

 

２ 主要事業等の具体的な取り組み 

（１） 第２期中・長期経営計画に基づく事業展開～さぁ！みんなでどうやってやろう～

と第３期中・長期経営計画（通称「MTMP3.0」（Mid Term Management 

Plan3.0））の策定、そして実践へ 

当法人の第２期計画は、２０１８（平成３０）年６月に策定し実践へと繋げてきまし

た。具体的には、この第２期計画の着実な運用を図るため、単年度の事業計画に具体的
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な取組み内容を盛り込み、計画的・継続的に必要な事業を実施してきたところです。 

基本理念である『地域で共に暮らす喜びをめざし』を実現するために掲げる２つの基

本方針（『幸せを実感してもらうためのサービスを創りましょう』、『幸せになるための職

場を創りましょう』）を達成するための実践こそ当法人の存在意義です。当法人が進むべ

き道しるべとしてスタッフ全員が共有し、同じ志をもって研鑽していくことにより、当

法人に関係する全ての方々にとって、幸せを実感してもらうための一助になれるとすれ

ば幸いに思います。 

第２期計画は、２０２２（令和４）年度が計画年度の最終年度となっており、本来で

ありますと、２０２２（令和４）年度は、新たな計画作成のため、第３期中・長期経営

計画策定委員会（仮称）を組織し、当計画の検証と、新たな計画を作成し、２０２３（令

和５）年度以降実践していくこととしておりました。しかしながら、新型コロナウイル

ス感染症の発生以降、その脅威は引き続いており、先が見通せない状況であると想定さ

れたことから、２０２２（令和４）年度は見直しを行うことはせず、現行の中・長期経

営計画の１年延長を行い、２０２３（令和５）年度にあらためて策定に着手することと

したものです。 

そこで、具体的に、第３期計画（通称「MTMP3.0」（Mid Term Management 

Plan3.0））を策定するため、２０２３（令和５）年９月にМＴМＰ３．０策定委員会を

立ち上げ準備へと取り掛かり、合計８回のミーティングを開催し検討を重ねました。計

画策定への準備段階では、各事業所ごとにさらに検討を重ね、現場主体での意見が反映

されるよう努めてきたものです。 

第３期計画の策定にあたり、特に重視してきたことは、当法人は何のために存在し、

その使命は何かといった、法人の存在価値を示す『あり方』です。企業の存続を図るた

めには利益が必要ですが、それはあくまで目的・使命を達成するための手段にすぎませ

ん。業績が悪化する傾向にある時は、具体的な手段である『やり方』については工夫が

求められますが、法人の存在価値を示す『あり方』、ブレない目的・使命はいつの時代も

不変であると思います。 

こうしたことから、第３期計画策定に向けたミーティング全８回の内、５回は『あり

方』をテーマに徹底して学びを深めました。 

当法人の基本理念のテーマである幸せになるための経営、経営の根本は大きな志をも

って１００年企業を創ることであると考えます。中・長期経営計画は、その１００年企

業を創るための指針として自分たちの想いをしっかりと載せた決意表明だと思っていま

す。 

完璧なものに仕上げるのは難しいものの、今の時代、自分たちに合った完成品をめざ

すイメージで作成にあたりました。 

前述のとおり、このМＴМＰ３．０で掲げる今後５年を掛けてめざすべきテーマは、 

『ホスピタリティ（最高級のおもてなし）とエンターテインメント（最高級の楽しみ） 

で感動を創りだそう』です。 

当法人のスタッフのみんなにとって、手元に置くガイドブックとして活用することが

でき、当法人にかかわる全ての方にとって、幸せを実感してもらえるような法人を創る

ための道しるべになることを期しています。 
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当法人が掲げる基本理念、基本方針がめざすテーマは、いずれも不変であります。こ

れまでの間の自分たちの実践をあらためて見つめ直し、次なるステージに飛躍していく

ための一助になれるとしたら望外の幸せです。 

 

社会福祉法人雲南ひまわり福祉会 

ＭＴＭＰ３．０策定委員会 

   （事業所開設順に記載） 

所 属 氏 名 備 考 

法人事務局 田本 武士 策定チーフ 

就労継続支援 B 型事業所きすきの里 右田 博久  

生活介護事業所ほっとらいふ雲南 近江 陸  

共同生活援助事業所・短期入所事業所 

きすきひまわりの家・きすきたんぽぽの家 
岡田 真希  

きすき相談支援センターおれんじ 山﨑 強  

放課後等デイサービス事業所ひなたぼっこきすき 景山 祐美  

２０２４（令和６）年６月策定 

 

『幸せになるための職場を創りましょう』への具体事例  

年 度 環境整備と施設の充実 定着支援と制度の充実 

平成２３ スタッフ用駐車場の整備 人事考課システムの構築 

平成２４ 第１期節電改修工事（エアコン更新） 『中・長期経営計画』の策定 

『事業計画・予算編成の事業所提案制』の導入 

『リフレッシュ休暇・誕生日休暇』制度の導入 

平成２５ 共同生活事業所・短期入所事業所増築整備

（建物新築） 

『積立年次有給休暇制度』の導入 

『サービス向上・原価低減プラン』の策定 

平成２６ 温水ヒーター（浴室・床暖房用）の改修 生理休暇の取得促進（名称変更） 

『生理休暇』⇒『女性休暇』 

平成２７ 交流・憩いのスペース整備（土間リビング） 

放課後等デイサービス事業所整備（建物新

築） 

第２期節電改修工事（ＬＥＤ化） 

皆勤手当・精勤手当の創設 

事務局研修会のスタート 

平成２８ 就労継続支援スペース整備（建物新築） パートスタッフキャリアアップ制度創設 

平成２９ 女性スタッフ休憩スペース整備（２階建て

建物新築） 

『教育訓練休暇制度』の創設 

『退職時や慶弔、傷病、災害、健康管理（人間

ドック等）の際のバックアップ』制度の導入 

『給与制度の総合的見直し』着手 

『地域の介護等事業者の経営管理連携推進事

業』の実施 
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平成３０ カフェひだまりオープン（３法人の協働連

携カフェ事業） 

厨房設備改修工事（厨房機器の更新等） 

放課後等デイサービス事業所多目的広場

緑化整備事業（多目的広場芝張） 

『第２期中・長期経営計画』の策定 

『子ども志学支援手当』の創設 

『地域貢献等サポート休暇』の創設 

『セルフキャリアドック制度』の創設 

『ＴｉｍｅＴｏＰｒｅｐａｒｅ（スタッフの子

ども向け塾のようなきっかけづくりの場所』の

スタート 

『パートスタッフ職場環境改善プロジェクト』

の実施 

令和１ 放課後等デイサービス事業所ボルダリン

グ設備整備事業 

トイレスペースリフォーム工事 

スケジュール管理・情報共有等のためのパ

ソコンソフトの導入 

 

『年次有給休暇』の付与日数の増 

『パートスタッフ職場環境改善実践』 

☆ 勤続年数に応じた昇給の制度 

☆ 勤続年数や特定の業務など働き方に応じ

て個別の時間給に反映 

☆ ５５歳以上の昇給停止の制度の廃止 

☆ 部署間の異動について、希望（異動を望む

か否か）の選択制度の導入 

☆ 期間の定めのない働き方が選択できる期

間を短縮（原則勤続３年経過後） 

☆ 正規スタッフ採用する場合、非正規スタッ

フからの登用を優先して実施 

令和２ Hanasaku“ホッと”スポット整備事業（キ

ッチン＆カフェ、シアタールーム、足湯） 

浴室改修整備事業（特殊浴槽を含めた、全

面リフォーム工事） 

Hanasaku“ホッと”スポット外構工事（隣

接庭の整備） 

グループホームトイレ改修（増設）工事 

基本方針の就業規則への盛り込み 

☆ 幸せを実感してもらうためのサービ

スを創りましょう 

☆ 幸せになるための職場を創りましょ

う 

『エンジョイ年次有給休暇』の創設 

令和３ 『工賃アップ DE“幸せへの一歩”プロジ

ェクト事業』（新型コロナウイルス感染症

対策特別事業 新たな作業請負・事業拡大

のための作業棟の増築） 

タイムレコーダーの導入 

食材加工保存整備事業 

『人間ドック受診推奨休暇』の創設 

『ユニフォーム手当』の創設 
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令和４ 駐車場の拡張整備 

きすきたんぽぽの家トイレ増設工事 

 

『ステップアップ就労制度』の創設 

『ファミリーアニバーサリー休暇』の創設 

『処遇改善臨時特例交付金手当』の創設 

パートスタッフの時間給のベースアップ 

『積立年次有給休暇』の活用促進 

☆ 私傷病の休業加療要件期間の短縮 

☆ 特別な疾病の場合を新設し、休業加

療要件の期間撤廃 

『出生時育児休業（産後パパ休暇）制度の創設 

令和５ 法人・事業所 PR 動画クリエイト 

デジタル化推進プロジェクトスタート 

（年末調整事務のデジタル化） 

『継続雇用制度』の年齢制限の撤廃 

『ベースアップ手当（旧処遇改善臨時特例交付

金手当）』の創設 

令和６ デジタル化推進プロジェクト 

（給与明細書、源泉徴収票のデジタル化） 

『誕生日休暇』、『ファミリーアニバーサリー休

暇』の取得方法の拡充 

『ベースアップ手当プラス』の創設 

『第３期中・長期経営計画（MTMP3.0）』の

策定  

 

（２） 法人・事業所 PR 動画クリエイト 

私たちは福祉サービスを提供するプロフェッショナルですが、利用される方やご家族

の皆様にとって、毎日のルーティーンのように何となくご利用いただいているようであ

れば、求められるニーズに対し、貢献できているといえるものではありません。 

『〇〇があるから、雲南ひまわり福祉会に行きたい！』を創り出すことが大切です。 

『わざわざ利用者さん・ご家族さんに来ていただく』ための価値を創り出していきま

しょう。 

また、私たちにも、微力ながらこれまで築き上げてきた魅力があります。その魅力は

発信しなければ伝えることができません。さまざまな発信媒体も活用しながら

『Himawari Pro Pride』を発信していきましょう。 

映像として、いつでも、どこでも、気軽に見ることができ、行きたくなるような動画

を作成します。作成した動画については、法人のホームページに掲載することにより、

多くの方に閲覧可能にするほか、各事業所からの案内などに活用していくことを想定し

ています。 

コロナ禍の影響を受け、撮影のため日程調整を行っても、事業所の休業を余儀なくさ

れ、延期、延期できておりましたが、みんなの素敵な姿と、映像のプロフェッショナル

がコラボしたとき、きっと素敵な PR 動画ができると信じ、映像作成のため、株式会社

トレンドさま、山陰ビデオクラフト有限会社さまのお力もお借りしたことにより、令和

６年４月、無事に完成を迎えることができました。構想から完成まで約２年半という長

期間に渡りましたが、多くのみなさんからのご理解とご協力を賜ったことにより、素敵

な動画の完成に至ることができました。ありがとうございました。 
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なお、完成した動画はインターネット上でも閲覧することができます。ぜひ一見して

みていただけると幸いです。 

 

 社会福祉法人雲南ひまわり福祉会ホームページ  

 【http://himawari-fukushi.jp/】 

 

（３） 2023、24 年に続き、3 年連続『福利厚生推進法人』（愛称：ハタラクエール）

を受賞 

社社会福祉法人雲南ひまわり福祉会（以下「当法人」といいます。）は、福利厚生表彰・

認証制度実行委員会より、福利厚生の充実・活用に力を入れている企業『福利厚生推進

法人』（愛称「ハタラクエール」法人）として認証され、この度、表彰されることとなり

ました。これは、２０２３年、２０２４年に引き続き、３年連続３度目の受賞となりま

した。 

福利厚生表彰・認証制度（愛称「ハタラクエール」）は、福利厚生の充実、活用に取り

組む企業・団体、自治体を表彰・認証することで、福利厚生の重要性や有効性への理解

を深め、一層の職域への浸透と活用を図るとともに、労働市場にある貴重な人財（新卒・

中途）に向けて、就職先選考上の情報を提供することを目的としたものです。 

認証にあたっては、基準５項目「経営課題への対応」「ニーズの把握」「制度の充実度」

「運用状況」「理念」をもとに総合的に評価が行われます。 

こうして、この度、ハタラクエールを受賞させていただけましたのも、当法人に関係

する全てのみなさまからのお心添え、お力添えがあったからに他なりません。この場を

借りまして、衷心より感謝申し上げる次第です。 

当法人の基本理念・基本方針は、関係する全てのみなさまの幸せの実現を願い掲げて

います。 

 

 ☆ 幸せを実感してもらうためのサービスを創りましょう 

 ☆ 幸せになるための職場を創りましょう 

  

 社会福祉法人雲南ひまわり福祉会は、障がい福祉サービスを通し、これからも、多

くの方に貢献できますようスタッフ一同研鑽を重ねる所存でございます。 

 今後ともみなさまよりのご指導のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 ハタラクエール（福利厚生表彰認証制度）のホームページ 

【https://fukurikosei-hyosyo.com/】 

 

 

 

 

 【受賞年月】 令和７年３月 

                  【運営】 福利厚生表彰・認証制度実行委員会           

http://himawari-fukushi.jp/
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（４） 雲南夢ネットさまが主催される『月間ビデオタイムス 平成６年度年間投稿大賞

（ビデオ部門）』を受賞しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

この度、雲南夢ネット（雲南市・飯南町事務組合 CATV 事業部）さまが主催される『月

間ビデオタイムス 平成６年度年間投稿大賞（ビデオ部門）』を受賞しました。 

この『月間ビデオタイムス』は、視聴者のみなさんから寄せられたビデオや写真を放

送し紹介されるコーナーです。放送し紹介されたものの中から月間投稿大賞（ビデオ部

門、写真部門）が選出され、月間投稿大賞に選出された作品の中から年間投稿大賞が決

定されることとなります。今回、当法人から投稿した作品のタイトルは『ホットなクリ

スマス』。当法人の生活介護事業所『ほっとらいふ雲南』のみんなで開催したクリスマス

会の様子でした。 

表彰式当日は、雲南夢ネットからアナウンサーさんお二人に『ほっとらいふ雲南』ま

で来所いただきました。この受賞を励みにして、これからもみんなで楽しく充実した『ほ

っとらいふ雲南』を創っていきたいと思います。 

この度はありがとうございました。 

 

（５） 豊かで活力のある未来を創る SDGｓの目標を包含して 

国際的には豊かで活力のある未来を創る「持続可能な開発目標（SDGｓ）」（※）が示

され、「誰一人取り残さない持続可能で多様性と包摂性のある社会」の実現に向けて取り

組みが進められています。私たちの暮らす日本の社会においても、SDGｓの実現に向け

て取り組みが進められています。 

この SDGｓの「誰一人取り残さない持続可能で多様性と包摂性のある社会」の実現は、

社会福祉法人としても目指してきた『地域共生社会』づくりに繋がるものであります。 

SDGｓでは、２０３０年を年限として、１７の共通目標（その下に、１６９のターゲ

ット、２３２の指標が決められています。）を提示しています。社会福祉分野における事

業や活動は、この目標のいくつかをすでに体現しています。例えば、SDGｓの目標１「あ

らゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる」は、私たち福祉組織・関係者が担う、

地域のなかの生活困窮者や貧困世帯の子ども等への支援に重なります。目標３の「あら

ゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を保障し、福祉を促進する」、目標１０「各国内

及び各国間の不平等を是正する」、目標１１「包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で

持続可能な都市及び人間居住を実現する」などは、私たち社会福祉法人が行っている社

会福祉事業や地域福祉活動そのものということが言えると考えます。 

また、日々の活動において環境に配慮した消費財への切り替えを行う等、社会の一員
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として SDGｓの１７の目標における取組を意識し、自らの行動を問い直していく必要が

あります。 

 （※）２０１５年９月の国連サミットで全会一致で採択。「誰一人取り残さない」持続可能で

多様性と包摂性のある社会の実現のため、２０３０年を年限とする１７の国際目標。 

 

          【参考】持続可能な開発目標（SDGｓ）の概要 

 

 

 

 

  

 

         

 

 

出典：「持続可能な開発目標（SDGｓ）達成に向けて日本が果たす役割」 

令和２年９月外務省国際協力局地球規模課題総括課 

    

以上のようなことは、「全社協福祉ビジョン２０２０～ともに生きる豊かな地域社会の

実現をめざして～」にも掲げられており、当法人におきましても、その考え方を踏襲し、

これからの活動に取り組んでいきたいと考えております。 

    そこで、SDGｓに掲げられている１７の目標に向かって、まずは意識することからス

タートしていきますが、中でも特に次のようなことを重要テーマとして位置づけます。

なお、具体的には、当法人の実施する活動を通じて実施していきますが、特筆すべき事

項については詳細を記載します。 

 

   ☆ 目標１ 貧困をなくそう 

～あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ～ 

          当法人が行っている相談支援事業（雲南市基幹相談支援センター兼）を

中心に、生活に困窮されている方々にとって、支援の橋渡しなどを行って

いきます。 

 また、当法人も加入している雲南市社会福祉法人連絡会（以下「連絡会」）

では、暮らしの安心を支える身近で何でも相談窓口ネットワーク事業」と

して、日常生活において起こる困りごとや公的制度では対応が困難な問題

など、市民の方々の暮らしづらさの改善につなげることを目的とした、い

わゆる「よろず相談」を行っています。 

 

   ☆ 目標３ すべての人に健康と福祉を 

          ～あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進 

する～ 
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この目標は、当法人が実践している活動そのものです。 

SDGｓが目標として掲げている「すべての人」について、当法人では

次のとおり位置づけています。 

① スタッフとその家族 

② 外注先・仕入先とその家族 

③ ご利用者とその家族 

④ 地域社会 

           この考え方は、「人を幸せにする経営」を掲げる「人を大切にする経営

学会」坂本光司先生をはじめ、「人を大切にする経営学会」の皆さまから

の教えに基づいています。（なお、教えの中には、前述の④の次に「株主」

が掲げれており、５方良しの経営とされています。） 

 

   ☆ 目標８ 働きがいも経済成長も 

          ～すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的

な完全雇用おおびディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）

を推進する～ 

          人生において幸せを感じられる場所が、当法人であれば素敵だと思いま

すし、幸せになるための職場づくりを行った結果が経済の成長につながっ

ていくのだと感じています。 

 

   ☆ 目標１０ 人や国の不平等をなくそう 

           ～国内および国家間の格差を是正する～ 

          ノーマライゼーションの理念を踏襲した当法人の基本理念である「地域

で共に暮らす喜びをめざし」と一致しています。 

 

☆ 目標１１ 住み続けられるまちづくりを 

      ～都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にする～     

連絡会においては「うんなん福祉・安全サポーター」というチーム名で、

地域の見守り活動を行っています。雲南警察署と連絡会が密に連携し、地域

の防犯活動への協力を行うことで、地域の犯罪ゼロを目的として実践してい

る活動です。（ドライブレコーダーを活用した「動く防犯カメラ事業」） 

 

（６） 障がい福祉サービス事業及び職員体制について 

令和５年度と同様に、これまで実施した人事考課を踏まえ、適切な人事配置により、

障がい福祉サービスの提供を行いました。具体的な事業の内容は、以下のとおりです。 

事業所名 サービス内容 

きすきの里 就労継続支援 B 型サービス 

ほっとらいふ雲南 生活介護サービス 

日中一時支援サービス 
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地域活動支援センターⅢ型事業 

島根県重症心身障がい児（者）在

宅サービス提供体制整備事業 

きすき居宅介護センターひまわり 居宅介護・行動援護サービス 

移動支援サービス 

一般乗用旅客自動車運送事業 

きすきひまわりの家 

きすきたんぽぽの家 

共同生活援助サービス 

短期入所サービス 

きすき相談支援センターおれんじ 相談支援事業 

雲南市基幹相談支援センター 

ひなたぼっこきすき 放課後等デイサービス 

 

（７） 『よりよい会議』から飛躍発進 

☆ 法人運営における「会議」のあり方の見直しについて 

法人では、情報の伝達・共有、意見集約、意思決定等を目的に、全体会、職員会議、

管理者会を定期的に行ってきました。 

しかしながら、なんとなく形式的、作業的な会議になっていないか検証しました。 

そこで、令和５年度より、従来の会議のあり方を見直し、効果的かつ効率的な会議の

あり方を目指して、一定の考え方を提案し、実行に移しながら、今後、「よりよい会議」

の実現にむけて、全スタッフで深掘りしていくこととしました。 

 

☆ 「よりよい会議」への見直しの主旨と深掘りについて 

(ア)  会議本来の目的と意義付けを明確にして、従来の種別ごとの会議のあり方を見直し

ます。 

(イ)  会議の形式にとらわれず、目的達成を第一に考えた「よりよい会議」を目指します。 

(ウ)  会議の位置づけを明確にして、事前に定めた時間設定など計画的に準備・運営を行

います。 

(エ)  見直し内容は、随時検証して、「よりよい会議」に向けて深掘りをしていきます。 

 

☆ 種別ごとの会議の運営・目的 

会議の名称 対象者 目   的 開  催  内  容 開催回数等 

ダ イ レ ク シ

ョン会議 

管理者 方向性協議 

意思決定 

法人の運営に関する方向性の協議、意

見集約を踏まえた意思決定 

毎月の定期開催 

ボ ト ム ア ッ

プ会議 

サ ビ 管

等(※１） 

伝達意見集約 

アイデア共有 

法人の課題・改善に関する伝達・意見

集約や要望・検討事項のボトムアップ 

不定期（伝達・協議の

場合は開催要請、独自

開催有） 

コミュニケー

ション会議 

全職員 情報共有 

意見聴取 

事業計画、経営状況人事体制に関する

法人全体での情報共有と意見聴取 

不定期（年 3 回程

度） 

（具体的な説明） 
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上記のとおり、新たに設置する「ボトムアップ会議」は、当法人の基本方針を達成す

るために、各事業所の環境改善に必要な実践方法について、具体的に考案することを主

旨・目的としています。 

「ダイレクション会議(旧管理者会)」と「ボトムアップ会議（サービス管理責任者、サ

ービス提供責任者及び相談支援専門員（以下「サビ管等（※１）」といいます。）で構成

する新設置会議）」が双方密に連携することで、各事業所で生じる意見・要望・課題等を

把握し、全体でとりまとめることにより、次への実践に繋がっていくことをイメージし

ています。 

「ボトムアップ会議」は、サビ管等をメンバーとし、そのメンバーの中から正・副の

座長をそれぞれ互選により選出します。（当年度の最初の会議で決定します。） 

「ボトムアップ会議」は、「ダイレクション会議」を踏まえて開催するものと、「ボト

ムアップ会議」のメンバー（正･副座長を含む）から座長に申し入れることで、開催する

ことが出来ることとします。 

「ボトムアップ会議」の議題等は、「ダイレクション会議」を踏まえて開催する場合は

管理者が、メンバー発議の場合は、座長がそれぞれ提案するものとし、開催日時や場所

等は、管理者とメンバーで協議して決定することとします。また、ボトムアップ会議は、

管理者はオブザーバーとして出席します。 

その他必要事項は、その都度協議して決定します。 

事業所ごとのスタッフ会議等、その他の会議や研修等は従来どおりとすることを申し

添えます。 

（※１）管理者を兼ねるスタッフは除く。また、会議の内容等によっては、関係する職

員の出席を求めることができます。 

 

（８） 経営安定化プロジェクト～池のクジラ大作戦～のさらなる推進 

この経営安定化プロジェクト～池のクジラ大作戦～は、私たち中小企業者として地域

にしっかりと根差した法人となることで、今後も継続していくことのできる法人をめざ

すものであり、イメージは、『スモールテリトリー＆ビッグシェア』をめざすプロジェク

ト（戦略）です。 

近年の当法人の経営状況は、マイナス決算の状況が続き、令和５年度も変わらず厳し

い状況が続いています。スタッフ全員の頑張りに比し、数字上も健全な経営に繋がって

いれば良いのですが、現状は厳しいものとなっています。そこで、マイナス決算が概ね

予想された状況下において、経営の健全化を図るため、スタッフ全員の指針となるよう

この経営安定化プロジェクトを作成し、実践に繋げることとしました。 

経営の安定化（いわゆる経営努力）は、『利用される方、そのご家族の皆さんのニーズ

の違いや差に気づくことで、その差に合わせて軌道修正すること』です。 

そこで、現状を見極め、レベルを上げた取り組みが求められています。当法人では、

当該経営安定化プロジェクトを推進していくことで、基本方針の達成に向け邁進してき

ました。 
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【プロジェクト（戦略）】 

ステップ１（スタッフとしての意識と自覚をもって実践しましょう） 

ステップ１―①（管理者として改善できるプロセス） 

 

☆ 管理者としてトップ営業マンとなりましょう 

管理者が率先して、トップの営業マン（外部への発信役）となりましょう。 

 

ステップ１―②（スタッフが価値観を一つにするプロセス） 

☆ やらないことを思い切って決めましょう 

 ついつい「あれもやりたい」「これもやりたい」と考えますが、いくつかの選択   

肢の中から「やらないこと」を決め「やる」と決めたことを徹底してやりましょう。 

 

☆ 地域で一流のサービスをめざしましょう。 

       難しいことを追求する必要はありません。実は難しいことをしていたと、周り

の皆さんの言葉から感じることができた時、「いつの間にか職場のレベルが上がっ

ていたのかもしれない。」ということに気づかされます。その時になって初めて、  

毎日のコツコツの大切さを知ることができると思います。 

       人を感動させることできるサービスを提供することができた時、その方に対し、 

『雲南ひまわり福祉会のサービスを提供したまでです。』と答えられるくらい、当

たり前のレベルを高めることができるといいですね。 

 

☆ 研修などを通じて、価値観を一つにしていきましょう。 

 グループ化した『考える会』や、継続して行っている『スキルアップミーティン  

グ』などを通じて発信することや、定期的なチラシの配布、デスクネッツの掲示板

などを活用することにより、価値観を共通化していきましょう。 

 

ステップ②（経営安定化のしくみをさらに発展させるプロセス） 

 

☆ アナログとデジタルを使い分けましょう 

      「利用される方から見えないバックヤードは IT 化などで効率化、利用される方と  

接するところはアナログで手間を掛ける」意識を持って職場環境改善に努めてい

きましょう。 

 

☆ 業務の効率化を図り、生産性を上げていきましょう。 

       国を上げて実施している『働き方改革』の視点です。前述のアナログとデジタ

ルを使い分けるとの連動も必要ですが、まずは自分たちの日々行っている業務を

見直してみましょう。あくまで『時間外労働』の削減は、ワークライフバランス

を充実させることです。『実は無駄なことをしていたな』という気づきから始まり、

結果として『時間外労働』の削減に繋がっていきます。 

     あくまでキーポイントは『時間の使い方』です。 
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☆ 私たちにできる魅力を創り出し発信していきましょう。 

       私たちは福祉サービスを提供するプロフェッショナルですが、利用される方や

ご家族の皆様にとって、毎日のルーティーンのように何となくご利用いただいて

るようであれば、求められるニーズに対し、貢献できているといえるものではあ

りません。 

       『〇〇があるから、雲南ひまわり福祉会に行きたい！』を創り出すことが大切

です。 

       『わざわざ利用者さん・ご家族さんに来ていただく』ための価値を創り出して

いきましょう。 

       また、私たちにも、微力ながらこれまで築き上げてきた魅力があります。その

魅力は発信しなければ伝えることができません。さまざまな発信媒体も活用しな

がら『Himawari Pro Pride』を発信していきましょう。 

 

（９） デジタル化推進プロジェクトの実践  

デジタル化とは、「ＩＴの進化により様々なヒト・モノ・コトの情報がつながることで、

競争優位性の高い新たなサービスやビジネスモデルを実現すること、プロセスの高度化

を実現すること」と定義されています。 

デジタル技術によって今まで人間が行っていた業務などを効率化したり、新しい付加

価値をつけた製品を生み出すなど、多くの法人・企業でデジタル化に取り組まれていま

す。 

当法人においても、『サービスの質の向上』や『安心して働ける職場づくり・職場への

定着支援』において付加価値の創造は欠かすことのできない取組の一つです。 

デジタル化をスタートさせるために、具体的に次のようなステップを設け、実践して

きました。利用される方に対する支援は対人援助であり、直接的な支援が必要となりま

す。直接的な支援に対し、可能な限り邁進することができるよう、バックヤードは正確

かつ効率化できるようデジタル化を推進し、少しずつデジタルに移行してきているとこ

ろです。 

令和６年度からは、給与明細書及び源泉徴収票の発行について、デジタル化（スマー

トフォンなどにより閲覧可能）に移行しています。 

 

  【ステップ１】 

☆ 業務の棚卸を行い、見える化を行いましょう。 

 まずは業務の棚卸しを行い、現在行っている業務の見える化を行います。その

上で現在考えられる「アナログな業務」をピックアップしてみましょう。 

 

  【ステップ２】 

☆ 業務上の課題をピックアップしましょう。 

 業務上で課題と感じているポイントにこそ、デジタル化によって解決に繋がる

可能性があると思います。ステップ１で見える化した業務を俯瞰的に見ることに
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よって、自分たちで課題の存在に気付くことが大切です。 

 「他社もやっているから自分たちもペーパーレス化をする」といったような安

易な発想ではなく、自分たちにとって必要な改善点のデジタル化をめざしていき

ましょう。 

   

  【ステップ３】 

☆ デジタル化の必要性を検討しましょう。 

 デジタル化の検討事項がピックアップできたら、さらにその必要性について再検討

します。デジタル化のプロジェクトによく見られるものとして、「どのようなＩＴツ

ールを導入すればいいのか？」という議論になりがちです。しかし、ただ単にツール

を導入したからといって、デジタル化が進む訳ではありません。ＩＴツールは正しい

使い方をすれば、課題解決、生産性の向上に寄与するものですが、正しい使い方で使

われなければツールとしての効果を発揮しません。 

ＩＴツールの導入はあくまで手段であり、それ自体が目的ではないことを意識しな

ければなりません。 

そのために、 

① デジタル化で達成したいことは何か 

② それは本当にデジタル化で可能か 

③ ではどんなツールが最適か 

という順で、じっくり検討していき、デジタル化の必要性を明確にした上で、取り

入れるべきＩＴツールについて考えましょう。 

 

（１０）災害時支援への協力（しまね災害福祉広域支援ネットワーク活動）  

   近年、東日本大震災や熊本地震、台風による土砂災害など、多くの自然災害が発生し、

各地に甚大な被害をもたらしています。こうした災害を受け、高齢者や障がい者、子ども

のほか、傷病者等といった地域の災害時要配慮者が、避難所等において、長期間の避難生

活を余儀なくされ、必要な支援が行われない結果、生活機能の低下や要介護度の重度化な

どの二次被害が生じている場合もあります。 

   これらの者が、避難生活終了後、安定的な日常生活へと円滑に移行するためには、避難

生活の早期の段階から、その福祉ニーズを的確に把握するとともに、可能な限りそのニー

ズに対応し、生活機能の維持を支援していく体制の構築が喫緊の課題となっています。 

   島根県においても、こうした認識のもと平成２５年度から検討委員会等により協議が重

ねられ、避難所や被災社会福祉施設等における福祉的支援ニーズ等に対し、行政と島根県

内福祉関係団体がともに連携・協働して災害福祉広域支援活動を行うことを目的に、『しま

ね災害福祉広域支援ネットワーク』（以下「ネットワーク」といいます。）が設置されてい

ます。 

   当法人としましても、このネットワークの主旨に賛同し、国内で災害救助法が適用され

る程度の災害が発生し、かつ広域的支援が必要とされる場合に、法人として、できる限り

協力することができるよう努めていくため、平成３１年４月から、このネットワークに法

人として登録いたしました。 
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   実際に災害時支援について協力する場合、事前にスタッフ一人ひとりが『しまね DCAT

訓練研修』を受講することとなっています。コロナ禍の中で当法人として集団研修への参

加を自粛させていただいている状況ですが、協力体制の構築を進めるため、状況を見極め

ながら、順次同訓練研修を受講していきます。 

 

（1１）大規模災害時に備えた他法人との連携協定  

大規模災害におけるネットワークへの協力については、（1１）災害時支援への協力（し

まね災害福祉広域支援ネットワーク活動）で記載したとおりですが、当法人が当法人内で

対応するための備えも重要です。 

そこで、当法人では、令和元年度、『土砂災害（風水害・台風）防災計画』を見直し、 

他法人との連携協定を新たに設けました。これは、島根県外の他の法人と協定を締結し、

災害発生時の対応強化を図ることとし、具体的には緊急時の物資のやり取りを行うことと

したものです。 

例えば、大規模な災害が発生した場合に、どれだけのことができるのか分かりませんが、

備蓄品のところがやはり心配ということになります。当然に調達することが難しいところ

もありますし、実際には相当程度混乱を招くことになるのではないかと思います。  

当然に何か起こった時には、新たに物資が調達できるかといったら困難な状況がそうて

いされますし、他の災害が起きていない地域の方から送ってもらうようなことができない

だろうかと考え、今回その物資の協力というところを念頭に、協定を締結させていただけ

ればと考えたところです。 

   今回は、これまでの友好関係から、青森県に所在する、社会福祉法人和幸園と当法人と

で、令和 2 年 4 月『社会福祉法人災害時相互支援に関する協定書』でもって協定を締結し

ました。何も事が起こらないことが一番ではありますが、今後、大規模な災害が発生した

場合には、同協定を発動することもあろうと思います。 

   具体的には、それぞれの法人が存する地域において災害が発生した場合に、次に掲げる

支援を行えるようにしています。 

① 支援を必要とする法人に対する生活物資等の支援 

② その他必要と認められる支援。 

   たとえ場所が離れていても、“つながっている”ことによる安心は格別のものがあると感

じています。 

 

（14）ＡＬＬ ＵＮＮＡＮ ～地域の活性化を社会福祉法人から～ 

   雲南市内にある１４の社会福祉法人では、より一層の連携を深めて地域貢献活動に取り

組むために、『雲南市社会福祉法人連絡会』（以下「連絡会」といいます。）を結成していま

す。この連絡会は参加が任意のチームでありながら、雲南市内の全ての社会福祉法人（１

４法人）がその趣旨に賛同し組織しています。組織することとなった最大のきっかけは、

平成２８年改正社会福祉法において、社会福祉法人の公益性・非営利性を踏まえ、法人の

本旨から導かれる本来の役割を明確化するため、「地域における公益的な取組み」の実施に

関する責務規定が創設されたことにあります。きっかけこそ前述のとおりですが、今では、

その責務の枠を超えて、連携して事業を行うことへの有益性を実感しているところです。 



 

２０ 
 

  
  

| 

 

そのような中で、雲南市の社会福祉法人は、その法人数こそ少ないものの、組織率１０

０％を誇ります。 

キャッチフレーズは、 

 

『ALL UNNAN ～地域の活性化を社会福祉法人から～』 

    

地域の活性化を生んだ要因の一つが、社会福祉法人が実践する地域貢献活動だとしたら

幸せに思います。 

 

   <連絡会のメイン活動> 

☆ くらしの安心を支える 身近でなんでも相談窓口ネットワーク事業（いわゆる『よ

ろず相談』） 

☆ うんなん福祉・安全サポーター防犯活動事業～地域の犯罪ゼロをめざして～（い

わゆる『動く防犯カメラ事業』）   

☆ オンライン機能を活用した事業の展開 

☆ SDGｓの実践 

 

 令和６年度は、具体的に次のとおり実践いたしました。 

 

☆  暮らしの安全を支える身近でなんでも相談窓口ネットワーク事業 

連絡会では、日常生活において起こる困りごとや公的制度では対応が困難な問題な

どを、それぞれの法人が分野を越えて連携し、市民の皆様の暮らしづらさの改善に繋

げていくために、『暮らしの安全を支える身近でなんでも相談窓口ネットワーク事業』

を、令和元年８月からスタートしています。 

社会福祉法人が、強みである『対人援助の専門職として相談援助技術』を発揮し、

担当分野にとらわれない、『身近でなんでも相談できる窓口』となり、多様化・複合化

する生活における困りごとへのアウトリーチ（手を伸ばす、手を差し伸べるの意）を

進め、その改善や解決を図ることを目的としています。 

雲南市内１４の社会福祉法人は、その支援分野ごとに『高齢者』『障がい者』『児童』

の３分野に大別され、それぞれの分野ごとの福祉制度で、利用される方の支援を行っ

ています。一方で、日常生活のさまざまな困難な状況により生活が困窮している、人

や地域との関りが希薄化し孤立しているといった、３分野では収まらない横断的な生

活・福祉課題も拡がっています。 

複合的で多くの問題を抱えておられる世帯等では、利用される方がお困りになって

いても声をあげられずにいたり、家族だけでがんばろうとするなどして問題が重度化

してしまいがちです。また、専門職が問題に気付いても、担当分野での支援には限界

があるのも事実です。 

そこで、単独の法人では対応が困難なケースの問題も、ネットワークで受け止める

この事業の仕組みがあれば、改善・解決に繋げていくことができます。 

当法人としましても、引き続き、このネットワーク事業に取り組みました。 
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☆  うんなん福祉・安全サポーター（地域の防犯活動）として 

この『うんなん福祉・安全サポーター』の行う活動は、雲南警察署と連絡会が密に

連携し、地域の防犯活動への協力を行うことで、地域の犯罪ゼロを目的に行う活動で

す。 

初動としては、まずステッカーを作成し、各車両に張り付けることにより防犯活動

に努めることから始めています。 

その上で、雲南市内の社会福祉法人の所有する送迎用等の車両（所有する車両は全

体で約２５０台）にドライブレコーダーを搭載することで、いわゆる『動く防犯カメ

ラ』としての役割も担いたいと考えております。 

非常に残念なことに、全国的なレベルでは、凶悪な犯罪が連日メディアを賑わして

いるような状況でありますし、雲南市内に目を向けますと、不審者情報が度々寄せら

れるような状況です。典型的な中山間地域に存する我が雲南市では、地域の特性から、

防犯カメラが十分に整備されていないのが現状です。今回、これらの不安要素をでき

る限り払拭したく、この活動を実施することにより、地域の犯罪の抑止に繋げたいと

考えております。  

連絡会の各法人では、そのサービスの一環として、利用される方に対して送迎のサ

ービスを提供しています。その送迎サービスに着目してみますと、時間帯こそ各法人

ごとにまちまちではありますが、学校に通う子どもたちの登下校と概ね重なります。

また、日中も外出活動や事務手続き等があることを踏まえると、その移動範囲は雲南 

市内全域をカバーするには十分なものといえます。 

前述のとおり、雲南市内の社会福祉法人が所有する車両は約２５０台に上ります。

これらの車両の内、少しずつですが、ドライブレコーダーが搭載されることにより、

単独の法人では微力であっても、雲南市内の社会福祉法人が手を取り合い実践するこ

とができれば、大きな力となり、記録時間も記録範囲も相当程度になると想定されま

す。さらに、福祉サービスを利用される方々は、定期的に利用される方が多く、同じ

場所に同じような時間帯で通過するという特性を有しておりますので、各所に防犯カ

メラが設置されているのと引けを取らない効果が発揮されるものと考えます。 

なお、この活動は、広報的なことを行うことにより、地域の方々に広く知っていた

だいてこそ最大の効果を発揮するものと考えております。 

うんなん福祉・安全サポーターは、令和元年１０月に一部活動をスタートさせ、同

年１２月に、雲南警察署と連絡会が『送迎用等車両を活用した防犯・交通安全に関す

る協定』を締結した後、本格的に活動をスタートさせています。 

令和６年度も、雲南市、雲南警察署、連絡会がしっかりと連携し、地域の防犯活動

を行いました。 

 

☆  オンライン機能を活用した事業の展開 

前述の『暮らしの安全を支える身近で何でも相談窓口ネットワーク事業』などの相談

支援の充実のため、１４の社会福祉法人全てがオンラインで繋がることにより、利用さ

れる方にとって、円滑で安心した活動を実施しています。 
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 相談支援の充実はもちろんのこと、法人間のネットワーク強化のための職員交流の促

進になればと実施してきましたが、今では、BCP（事業継続計画）を想定できる事業と

なっているように感じています。 

 

☆ SDGｓの実践 

SDGｓがめざす持続可能な社会に向けて、社会福祉法人の力を活かしていきます。 

 

（1５）施設・設備整備事業  

当法人では、計画的に施設等の整備を図るため、令和４年度新たに計画した「施設

等環境整備５ヶ年計画」を作成したところです。一方で、近年当法人の経営状況は芳

しくなく、収支はマイナスの状況が続いているため、この施設等環境整備計画は一時

凍結することとしており、今後は当法人の経営状況を鑑み、必要に応じ施設整備に着

手するのか検討していきます。 

また、働きやすい職場環境の改善の一環として取り組んできた「オフィスカイゼン

プロジェクト」については、プロジェクトチームは今後とも存続し、必要に応じて事

務・事業改善のための検討を行うこととしますが、施設整備については、前述のとお

り、計画を当面の間凍結することとしました。 

なお、事業継続のために必要不可欠な整備（車輌や機器の更新整備（修繕も含む）

など）は引き続き計画的に行うこととしております。 

 

① 各種車両の整備   

送迎用車両の増車及び更新のため、車両の整備等を行いました。 

 

☆ ２４時間テレビチャリティー委員会さまより福祉車両を寄贈していただきました。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月、２４時間テレビチャリティー委員会さまより福祉車両（トヨタノ

ア 車いす仕様車スロープ付き）を寄贈していただき早速活躍しています。 

      この度寄贈していただいた車両は、当法人が経営する生活介護事業所「ほっとら

いふ雲南」での送迎に使用することにしています。 

      当法人が存する島根県雲南市は、典型的な中山間地域であり、福祉サービスの提

供にあたっては送迎が必須であります。私たち「ほっとらいふ雲南」での送迎サー
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ビスは、「ドア・トゥ・ドア」の送迎を基本として、自宅から事業所間の送迎サービ

スを実施しており、車いすを利用される方の輸送も不可欠となりますが、今回、寄

贈していただいた車両は、定員７名（車いす２台乗車時５名）が輸送可能な貴重な

車両で、最新式のため、走行中の振動が大幅に軽減され、より一層安心して利用い

ただけることが可能となり、今後大いに活躍することと思います。 

２４時間テレビチャリティー委員会さまにはもちろんのこと、何より募金いただ

きましたみなさまに対し、多くの感謝の気持ちを送るとともに、この車両が計画以

上に活躍できるよう大切に大切に活用していきたいと考えております。 

今後も、障がいをもつみなさまの社会参加の促進・充実等に寄与し、当事業所に

おいて同じ事業所の仲間と充実した１日を過ごしていただけますようスタッフ一同

研鑽を重ねる所存でございます。みなさまご指導のほど、どうぞよろしくお願いい

たします。 

      この度は本当にありがとうございました。 

 

２４時間テレビチャリティー委員会さまのホームページ 

【https://www.24hourtv.or.jp/】 

 

☆ 日産セレナ（送迎用車両）（日本財団助成）      

 

 

 

 

 

 

令和６年４月、公益財団法人日本財団さまからの助成を受け、新たに送迎用車両

（普通車 乗車定員８名）を整備することができ、早速活躍しています。 

今回整備した車両は、当法人が経営する就労継続支援 B 型事業所「きすきの里」

での送迎に使用することにしています。この車両は多くの方を輸送可能で、中はと

ても広く、ゆったりとした空間で利用できる貴重な車両です。今後、ますます送迎

時の安心・安全な輸送を継続的に実施することが可能となり、障がいをもつみなさ

んの社会参加の促進・就労支援活動の充実等に寄与し、当事業所において同じ事業

所の仲間と充実した１日を過ごしてもらうことにつながると思っています。 

公益財団法人日本財団さまには、多くの感謝の気持ちを送るとともに、この車両

が計画以上に活躍できるよう大切に活用していきたいと考えています。 

今後も、就労支援を希望される方と一緒になって就労支援活動を行うことにより、

障がい福祉の向上に寄与したく思っておりますので、みなさまどうぞよろしくお願

いいたします。 

       

  公益財団法人日本財団さまのホームページ 

 【https://www.nippon-foundation.or.jp/】 

https://www.nippon-foundation.or.jp/
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② その他の整備   

☆ 高圧ケーブル、LBS 取替（キューピクル関連）（きすきの里・ほっとらいふ雲南） 

☆ 厨房給湯器取替（きすきの里）              

☆ 温水ヒーター取替（ほっとらいふ雲南）          

☆ ホームページ更新（きすきの里・ほっとらいふ雲南・ひなたぼっこきすき）  

  

（1６）役員・評議員・職員のスキルアップ事業 

① 役員・評議員・職員の研修計画の策定 

感染症法上５類へと移行した新型コロナウイルス感染症については、引き続き、当

法人として感染防止対策の徹底を図るため、令和６年度も、外部機関が実施する研修

であって、多くの方が一同に会する場面での研修は、原則、参加を自粛（単位の取得

が必須の研修を除く）することを基本としてきました。 

令和 6 年度は、徐々に法人内部・外部を問わず、研修の講師を当法人事業所までお

招きしたり、外部の研修機関が実施する集合型研修にも参加を可能とすることとしま

した。また、オンラインを活用して実施される研修については、積極的に参加し学び

を深めました。 

なお、役員・管理者職員研修会・懇談会を次のとおり開催しています。 

 

【役員・管理者職員研修会・懇談会】 

（日 程） 令和６年１０月３１日（木）１７：３０～１９：００ 

（発表者） 事務局長 田本 武士 

（演 題） これから 100 年企業を創る 

            “FUKUSHI”と人を大切にする経営 

 

② 接遇・研修委員会（考える会） 

考える会では、立ち上げ当初からの目的として、利用される方、及び、そのご家族

の方への支援や接遇について、本来スタッフに求められる支援とはどういったものな

のか、ご家族の気持ちに寄り添うとはどういうことなのかを追求し、より良い接し方

について、「聴く」「考える」「話し合う」「学び合う」「伝えていく」の５つの活動を通

じて、法人全体のスタッフのスキルアップを図るべく、研修会などを企画・実行する

ための委員会として活動を行いました。 

今年度は年間７回の委員会活動を行い、法人全体研修として令和５年度より計画し

てきた「認知バイアスと人間関係」をテーマとした研修「GTN グレート・ティーチャ

ー・なおみ ～言いたいことも言えないこんな世の中は～」を実施しました。

TERASTORY 株式会社より寺本直美氏を講師として招き、人との関わりの中に起き

る摩擦を改善すべく、人それぞれが持っている「認知のゆがみ」について改めて学び

直し、職場における対人関係の課題や事業所ごとの適応課題について考え、解決する

力を身に着けていくきっかけを作ることが出来ました。また、研修を受講するだけの

ものとして終えることなく、その後に事業所ごとの取り組みを発表することにより、
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受講する研修から、実践する研修へとつなげることができました。 

さらに、委員会メンバー内の研修として施設外部研修を企画し、出雲市にある障が

い者支援施設「光風園」見学にいき、入所施設の現場視察や強度行動障がいと言われ

る方たちへの専門的な支援、スタッフの方たちとのディスカッションを行いました。 

 

【構成メンバー】 

  管理者       中西 貴昭    廣野 順子 

  サビ管       三代 和宏    岡田 真希 

  きすきの里     上田 ひとみ 

  ほっとらいふ雲南  原 つゆな 

  おれんじ      山本 諒子 

  ひなたぼっこ    景山 祐美 

 

 【具体的な活動内容】 

  ５月  第３８回「考える会」ミーティングの実施 

       ・法人全体研修に向けての打ち合わせを実施 

       ・法人全体研修「GTN」を実施 

  ６月  第３９回「考える会」ミーティングの実施 

       ・法人全体研修の振り返りと今後の活動についての話し合いを行う 

  ８月  第４０回「考える会」ミーティングを実施 

・法人全体研修のその後と事業所ごとの実践報告についての打ち合 

わせを行う。 

  ９月  第４１回「考える会」ミーティングの実施 

       ・法人全体研修のその後と事業所ごとの実践報告についての打ち合

わせを行う。 

       ・今後の活動についての話し合いを行う。 

 １０月  法人全体研修 中長期経営計画＆研修後の実践報告を実施 

第４２回「考える会」ミーティングの実施 

       ・実践報告の振り返りと今後の活動についての打ち合わせを行う。 

        委員会内研修 施設外部研修「光風園見学・スタッフディスカッ

ション」を実施 

 １１月  第４２回「考える会」ミーティング 

       ・６年間の活動の振り返り、「言葉の力」についてのディスカッショ

ンを行う。 

 

 【今後の活動について】 

   立ち上げから６年間、考える会として様々な活動を行ってきました。今年度

はその集大成としての研修会、見学会、そしてスタッフ間でのディスカッショ

ンを行い、各スタッフの成長はもちろん、法人全体のスキルアップにつながる

活動を企画、実践してきたことを実感することができました。 
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来年度については一度メンバー構成をリセットし、次の委員会メンバーがどのよう

に法人を盛り上げてくれるのかを期待したいと考えています。 

 

③ しあわせ♡委員会 

  しあわせ委員会は当法人の基本方針である「幸せを実感してもらうためのサービ

スを創りましょう」、「幸せになるための職場を創りましょう」を実現するために

何が必要なのかを検討し、具体的な取り組みを行う委員会です。 

これまで実施した職場における“幸せ”とは何かをテーマとしたアンケートで、

スタッフにとって“利用者さんの笑顔”やスタッフ間での感謝や助け合いといった

“チームワークの良さ”から幸せを感じるという結果がありました。この結果を基

に令和５年度には「しあわせイベント“神楽鑑賞会”」を開催し、利用者さん、ご

家族、スタッフ一緒にイベントを楽しみました。仲間と共に楽しめる幸せを感じて

頂けたと思っています。令和６年度はこうしたイベントを開催できませんでしたが、

令和７年度は幸せの実感に繋がる法人全体でのイベントを企画していくこととして

います。また、スタッフ間のチームワークを強化するような取り組みも行っていき

たいと思っています。 

 

④ スキルアップミーティング 

前述の研修のほか、施設外部研修（他の法人・事業所へスタッフを派遣し、現地に 

て実施）を実施します。外部研修終了後には、職員会議の場で研修内容の発表を行い、

サービスの向上に努めることとしています。 

 また、平成２７年度から定期的に開催しておりますスキルアップミーティングにつ

いては、もうすぐ１００回目（１００テーマ目）を迎える予定です。これまでの経験

を踏まえ、開催日や時間帯、対象となる方など工夫を凝らし、充実した研修となるよ

う努めてまいりました。 

     しかしながら、回数を重ねるにつれ、充実した研修となっているのか疑問を感じ始

めてきたのも事実としてあります。今後に向けてさらに充実した研修内容を具体的に

提供したく、令和５年度は、充電期間として一時休止したものです。 

 令和６年度は、このスキルアップミーティングを再開するための準備を進め、スキ

令和 6 年９月から再開しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９２回 令和６年９月 世界最高の話し方 

第９３回 令和６年１０月 対人関係～他人とうまくやっていく～ 

第９４回 令和６年１１月 築地本願寺の経営学 

第９５回 令和６年１２月 限りある時間の使い方 

第９６回 令和７年１月 お金のこと３回シリーズ 第１段 バビロン大富豪の教え 
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⑤ コンプライアンスの強化 

当法人の社会的責任と公共性の高さを十分に認識し、コンプライアンスの強化に努

めることとしています。 

当法人では、コンプライアンスを「法令・各種規程等を遵守し、地域・社会から信

頼され誠実かつ熱心に福祉サービスを提供すること。」と定義づけ、その確実な実施を

図るよう具体的な体制を構築しています。 

特に「虐待防止施策」・「会計管理」・「労働基準法等の労働法」にの３点に重点を置

き、コンプライアンスの強化に努めました。 

 

⑥ ＰＤＣＡサイクルの実施 

計画的に事業の実施に努めていますが、計画及び実行についての振返りが不十分で 

あり、次回の実践に反映されていない現状があります。スタッフ全員がＰＤＣＡサイ

クルの必要性を再認識し、実践することでサービスの質の向上に繋げていきました。 

 

（1７）職場・事業所環境改善事業 

① 利用者虐待防止施策・苦情解決取組み 

現在取組んでいる事項について継続して実施していきます。 

また、具体的な虐待事例は確認されていませんが、苦情や要望といったケースは毎

年数件発生している状況であり、利用される方や家族の皆様からの声を聞くための機

会を設ける等、積極的に虐待防止・苦情の事前防止に向けた取組みを行ってきました。 

 

② セクハラ・パワハラ防止施策の強化 

セクハラ並びにパワハラの防止のため、現行の「セクシュアルハラスメント及び 

パワーハラスメント防止に関する苦情処理委員会規程」に基づき、組織体制の強化 

を図り徹底した防止策を講じています。また、必要に応じ、同規定の改正を行い充

実に努めたほか、更なるセクハラ・パワハラの防止施策を強化するため、ポスター

を作成する等、情宣・広告活動にも努めました。 

 

③ メンタルヘルス対策 

近年、経済社会環境の激しい変化の中で、仕事や職場に強い不安やストレスを抱 

えている者が増加している傾向にあります。当法人においても、プライバシーに配慮

しながら、メンタルヘルス（心の健康）対策の充実を図ることとしています。 

具体的には、休暇制度の充実、労働時間の短縮等、人事労務管理全体の中で検討し

ていきます。また、従来から実施している「自己申告シート」や「個別面談」を通じ、

過度の業務負担になってはいないか等、スタッフの状況把握に努めました。 

なお、法人として、職員の子育て、介護、地域活動参加等への支援（充実した休暇

制度、労働時間短縮措置、深夜業務の制限等）をし、職業生活を続けていく上でこれ

らの課題の調整を図り、もって業務意欲の向上及び能力発揮に繋げるため、ワークラ

イフバランス（仕事と生活の調和）の推進を図りました。 
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④ 幸せになるための職場創り支援制度の推進（働き方改革関連法施行に伴う就

業環境の見直し） 

国を上げての『働き方改革』がスタートし、当法人としても、これまでの間、具体

的な実践も行ってきました。 

当法人事務局が毎月提供するスキルアップミーティングでも、以前、この『働き方

改革』をテーマに取り上げました。『働き方改革ってなに？』という質問に一言でお答

えするとしたら、当法人の場合、『幸せになるための職場を創りましょう』ということ

になります。これまでの間も『働きやすい職場環境』を目指し取り組んできましたが、

今の環境が一番いいということは決してないと考えております。良いところもあれば、

これから向き合っていかなければならない課題もたくさんあります。あくまで課題の

発見は『前進』と捉え、少しずつ『改善』や『解決』に向けて知恵を出し合いながら

前進していくことが大切だと考えております。 

今年も、この働き方改革関連法による動きも踏襲し、働きやすい職場環境となるよ

う就業規則を改正し具体的に実践することにより、『幸せになるための職場創り』に繋

げていきます。 

 

   【就業環境見直しのポイント】 

☆ 『誕生日休暇』、『ファミリーアニバーサリー休暇』の取得方法の拡充 

 当法人の現行制度においては、『誕生日休暇』、『ファミリーアニバーサリー休暇』

とも、年次有給休暇とは別に指定し取得することができる特別休暇（当法人の特

別休暇は全て有給扱い）となっています。この『誕生日休暇』、『ファミリーアニ

バーサリー休暇』については、それぞれ年度を通じて１日取得することができる

ようになっており、この１日の算定方法は、年次有給休暇及び他の特別休暇同様、

暦日を１日として算定することとなっています。 

 そのため、夜間に勤務するスタッフは、１回の勤務が２暦日に及ぶため、２日

分の取得を請求又は申請を余儀なくされる現状であり、『誕生日休暇』、『ファミリ

ーアニバーサリー休暇』を取得する場合にも、他の休暇制度との組み合わせが必

要となります。 

 以上のような理由から、今回、『誕生日休暇』、『ファミリーアニバーサリー休暇』

の両休暇における１日の算定方法の見直しを行うことにより、１勤務日が連続す

る２暦日に及ぶ場合（夜間勤務を想定）であっても１日として算定し、休暇制度

の充実を図ることとしたものです。 

ｌ 

☆ 『ベースアップ手当プラス』の創設  

令和６年２月から適用される新たな『福祉・介護職員処遇改善臨時特例交付金

（以下「特例交付金」という。）の制度』に基づき、スタッフに対し、月額で定

額の手当として支給するための制度を創設します。 

        この特例交付金については、令和６年２月支給分から同年５月支給分までの

時限措置となりますが、令和６年６月から自立支援給付費の加算措置として、

この特例交付金の趣旨を継承した加算が創設されることから、引き続いて支給
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することができるよう、当法人の給与規程を改正し対応することとしました。 

なお、現行制度で支給されているベースアップ手当にプラスして支給します。 

ただし、当法人に給付される額はサービスの提供状況により変動するため、適

時見直しを行うことができるものとしています。 

 

       【ベースアップ手当プラス】  ３，０００円／月 

 

⑤ アドバイザー制度の継続 

当法人は、運営面においてスタッフの意見や提案を受けれる『ボトムアップ方式』

により、課題の掘り起こしとアイデアの提案など懸案事項をフィードバックしながら

立案から成案に繋げ、実践してきています。この方式を基軸に据え、専門的見地から

アドバイスをしていただく、『アドバイザー制度』を導入し、より質の高いサービスの

提供を目指しています。 

当法人の運営について日頃欠かせない設備等に関し、専門的立場からのチェックと

改善事項についてのアドバイスをしていただくため、令和６年度も引き続き実施しま

した。 

 

【施設管理アドバイザー（設備・電気）】 

法人全施設の設備及び電気関係について、機器の老朽化、安全性や節電等に繋が

る改善などのアドバイスをしていただきました。 

 

⑥ 個人情報保護の徹底を図るための対応 

個人情報の保護については、個人情報保護規程に定めるところにより、個人の権利 

利益の保護を図るとともに、事業の適正な運営に努めています。 

 徹底した管理・利用を行うことで信頼され、安心して個人情報を託してもらえる環

境の整備に努めました。 

 

⑦ ５Ｓ活動の推進 

５Ｓ活動（整理・清掃・整頓・清潔・躾）の推進を図り、能率の向上と快適な職場 

環境の形成を図りました。 

 

（1８）危機管理の体制強化事業 

① 防火・防災訓練の実施と施設管理の強化 

防火・防災訓練の実施と施設管理の強化 

消防計画規則並びに土砂災害（風水害）防災計画等、防火・防災に関する規則等  

に基づき、統制のとれた組織の整備充実を図り、災害発生時に的確に対応できるよ

う次のとおり防災研修を実施しました。 

      

【避難・通報訓練】 

  （日時） 令和６年１０月１１日（金）１３時３０分～１４時００分 
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       なお、当日は、雲南消防本部より消防署員の方にご来所いただきました。 

 

 また、夜間等の警備体制を強化するため、専門の警備会社に業務を委託しています。

具体的には、次のとおり強化しています。 

 

☆ 夜間における盗難・火災等の早期対応 

☆ 日中における不審者への対策強化 

☆ 緊急通報ボタンの設置 

 

 グループホーム・ショートステイ事業所の個別の部屋には、リモコン型の呼出ベル（ナ

ースコール）を設置し、さらなる安全管理に努めています。 

また、土砂災害（風水害・台風）防災計画の大幅な見直し、避難確保計画を新たに作

成し実践するなど対策に努めています。 

 

② 危機管理と感染症予防 

自然災害並びに感染症対策については、BCP（事業継続計画）を作成し対応の強

化を図ることとしました。 

具体的に BCP の作成を行うため、令和５年度、BCP 作成のための委員会を立ち

上げ、令和６年度から新たな BCP のもと、危機管理の体制強化に努めています。 

また、令和５年５月、日本の感染症法に基づく新型コロナウイルス感染症の位置

づけが２類相当から、季節性インフルエンザと同様、５類へと移行されました。し

かしながら、心配の日々が続くことに変わりはなく、今後は、新型コロナウイルス

感染症と上手く付き合っていく日々が続くことが想定され、当法人としても、従前

と同様に的確な対応が求められます。 

具体的な措置につきましては、BCP との連動も図る他、日々の対応の基本的な方

針については、随時、常務理事・統括施設長・管理者で組織する『感染症防止対策

委員会』において決定し、周知・実践していきました。 

さらに、令和 3 年度は、当法人が存する雲南市でも大規模な豪雨災害にみまわれ

た年でもありました。当法人としましては、今後への指針とするため、次のとおり

検証を行いました。 

 

令和３年７月豪雨災害を期とする事後検証と今後の対応について 

 

☆ はじめに 

    令和 3 年 7 月 7 日（未明）と 12 日(午前)の集中豪雨により、雲南市内の被害の状況

は、近年では平成１８年の災害の規模を大きく超え、雲南市発足後最大の被害となりま

した。特に、12 日の豪雨は真に未曾有の出来事であり、雲南市全域に初となる警戒レベ

ル５「緊急安全確保」が発令されました。そこで、法人では、両日の対応等について、

改めて検証し、課題の洗い出しと今後の対応と対策について、事業所ごとに集約を行う

こととしました。 
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☆ 豪雨の状況と法人としての対応 

項  目 7 月 6 日豪雨 7 月 12 日豪雨 

豪雨の状況等 梅雨前線の停滞で 7/1～の長

雨により、6 日未明から豪雨、

7 日以降も大雨の予報 

線状降水帯の発生により 12 日

9 時ごろから落雷を伴う短時間

集中豪雨、全域警戒レベル５発

令 

被害の状況 大東、加茂で浸水被害と避難

指示(レベル 3) 

木次・旧飯石で特に甚大な被害、

交通止等規制箇所多発 

法人の対応 長期間の豪雨予報のため、

7・8 日と通所施設の休業等 

送迎始動、施設内での安全確保、

営業時間(終業)短縮 

 

☆ 法人全体としての主な取り組み内容 

項   目 主な取り組み内容 

１法人運営に関する

こと 

営業又は開所の有無(休業)の判断と実行(初動体制等) 

営業又は開所時の利用者の開所安全確保を最優先にした対応 

職員配置など必要な職員の出勤体制の確保 

災害に関する情報の入手と情報の共有 

２避難への対応 営業又は開所時の事業所での屋内安全確保の対応 

３送迎の安全確保対

応 

送迎計画の状況に応じての見直しと対応 

送迎路線の状況把握と安全確保対策 

４コロナ禍における

対応 

確実な感染防止対策の徹底 

５休業時の対応  利用者の方への個別支援対応 

６その他特記事項 関係機関への報告、通知等の対応 

７総体的な検証内容 法人の総体的な体制・判断など必要な事項の検証 

 

☆ 法人全体の取り組み内容の検証事項 

検証事項 ７月６日豪雨 ７月１２日豪雨 

１法人運営 ７月７・８日通所施設休業 

職員出勤制限・宅配弁当中

止 

通常運営 

終業時間変更(送り) 

２避難対策 特になし 法人施設での安全確保 

３送迎安全確保 特になし 送迎路線の一部変更 

４コロナ対応 通常どおりの対応 通常どおりの対応 

５休業支援対応等 個別支援の対応 通常運営の対応 

６その他特記事項 特になし 特になし 

７総体的な検証内容 

 

初動体制⇒素早い対応 

連絡判断⇒分担連絡 

初動体制⇒既に送迎開始 

連絡判断⇒特になし 
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休業判断⇒各日判断 

職員体制⇒体制制限 

その他⇒利用者の方のケ

ア 

休業判断⇒休業なし 

職員体制⇒通常体制 

その他⇒安全確保を最優

先に 

 

☆ 災害時の対応に関する事業所ごとの検証と今後の課題等について 

 事業所ごとの報告内容については、別に集約し、今後に備えることとしています。 

 

なお、危機管理につきましては、その分野を問わず、何より人命第一に考え、今

後も必要な対策に努めていきます。 

 

③ 車両事故防止の徹底 

利用される方の送迎等においては、徹底した事故防止に努め、安心・安全な輸送 

が必要となります。当法人では、「車両運行管理及び安全運転管理規則」として、安

全管理責任者、安全運転管理者及び安全運転推進者を選任し、日頃の安全運転徹底

のほか、車両整備に関する研修会を実施する等、車両事故防止に努めています。 

 また、前述のうんなん福祉・安全サポーター（地域の防犯活動）としてでも記載

したとおり、各送迎車両にドライブレコーダーを搭載しています。防犯活動に合わ

せ、ドライブレコーダーを搭載することにより安全運転への意識が高まり、結果と

して車両事故防止に繋がるものと考えております。車両運転には相当のリスクが伴

いますが、今後も徹底した事故防止に努めていきます。 

  

（1９）“Ｔｉｍｅ Ｔｏ Ｐｒｅｐａｒｅ”～学びのきっかけづくりの場として～ 

    この『TimeToPrepare』（スタッフの子ども向けのセミナー）は、当法人のスタッ

フのお子さんを対象に、学びのきっかけづくりの場として、平成３１年１月から試験

的にスタートしました。 

『まずは、できること』からスタートしましたが、学びの中で、子どもどおしの交流

や学んだことを持ち帰り家族どおしの会話にも繋がったりしているようです。 

   ただし、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２年３月より、やむを得ず、

中止せざるを得ない状況が続いていましたが、令和２年７月から、オンラインにて実施

（当面の間は、高校生を対象）していました。 

   令和６年度には、従来実施していたようなスタイル（対面）で実施できるよう状況を

見極めながら進めることとしました。 
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３ 役員会等の開催 

【理事会・評議員会・監事会等】 

日  程 議   題 

令和６年５月１５日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年５月１６日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成６年６月６日 

【監事会】 

関連する法令及び通知に従った監査の結果、概ね適正に処理

されていると認めます。現行会計基準に基づき、クラウド会計

システムの活用により適正に会計処理がなされ、且つ、財務状

況、資金の状況や事業ごとの収支状況が把握され、計画に基づ

いた経営管理がなされていると判断しました。 

新型コロナウイルス感染症が感染症法に基づく５類に移行

した後も、引き続き、必要な感染防止策に努められました。自

然災害や感染症に対応した BCP 計画に基づき、有事の際にも

的確に対応できるよう、法人全体の安全・安心を確保しながら、

事業の継続的な運営に努められたい。 

令和５年度も、社会経済情勢が急激に変化したことにより、

さらなる諸物価の高騰など法人の経営に直接影響を及ぼして

います。しかしながら、どのような状況においても、将来を見

据えた経営の安定化を図るため、引き続き、経営安定化プロジ

ェクトに基づき運営全般において収支の状況を的確に把握し、

経費の縮減を図り、的確な経営戦略を定め、計画的・継続的な

事業の運営に努められたい。 

社会福祉法の改正により、組織体制の確立と財務規律の強化

が求められ、実効的な経営が行われてきました。一方、令和６

年度からは、第３期中・長期経営計画に基づき、法人経営にお

いて、将来的にあるべき姿を見据えた構想と方向性を位置付

け、着実に実践されることを期待しています。 

 

【理事会】 

第１号議題 令和５年度事業報告について 

第２号議題 令和５年度決算について 

第３号議題 令和６年度予算の更正について 

第４号議題 第３期中・長期経営計画の策定について 

第５号議題 定時評議員会の日時及び場所並びに付議すべき

事項について 

 

報告事項１ 理事長及び常務理事の職務の執行状況の報告に

ついて 

 

【評議員会（定時評議員会】 
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令和５年１１月１６日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１０月３１日 

 

 

 

 

 

令和６年１２月１７日 

 

 

第１号議題 令和５年度決算について 

 

報告事項１ 令和５年度事業報告について 

報告事項２ 第３期中・長期経営計画の策定について 

報告事項３ 理事長及び常務理事の職務の執行状況の報告に

ついて 

 

【中間監査】 

関連する法令及び通知に従った監査の結果、概ね適正に処理

されていることを確認した。 

法人の新たな基本方針に基づき、「幸せを実感してもらうため

のサービスを創りましょう」と「幸せになるための職場を創り

ましょう」を念頭に、経営面において事業収入の増加が少しず

つ図られているが、急激な諸物価の高騰などの影響により施設

維持経費が増加する中、危機管理を含め、今後も計画的かつ効

率的な運営に努められたい。 

新会計制度移行後、会計管理面の強化が図られ、運営面にお

いても、業務が継続的かつ効率的に行われている。法人の経営

を取り巻く情勢はますます厳しさを増す中、今年度からスター

トした第３期中・長期経営計画に基づき、さらなる経営安定化

プロジェクトの経営戦略を実践し、今後も継続していくことの

できる法人をめざしてください。 

職場事業所改善事業に積極的に取組まれ、職員が働きやすい

職場環境づくりが図られています。また、働き方改革関連法案

に係る実践も職場実態に既した形で、規則等の整備が図られて

おり、今後も国等の方針・施策に基づいて随時必要に応じて改

善を図ってください。引き続き、新型コロナウイルス感染症等

の感染防止の徹底を図り、利用者の方が安心して利用していた

だくための施設運営に努めてください。 

 

【役員・管理者職員研修会・懇談会】 

発表者 事務局長 田本 武士 

演題  これから 100 年企業を創る 

    “FUKUSHI”と人を大切にする経営 

  

 

【理事会】 

第６号議題 令和６年度予算の更正について 

第７号議題 就業規則の改正について 
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令和７年３月１３日 

 

 

 

 

 

 

 

第８号議題 給与規程の改正について 

第９号議題 非正規職員就業規程の改正について 

 

報告事項１ 令和６年度上半期監事監査の講評について 

報告事項２ 理事長及び常務理事の職務の執行状況の報告に

ついて 

報告事項３ 2025 年度法人役員（理事・監事）と評議員の

改選に伴う基本方針（案）について 

 

【理事会】 

第１０号議題 令和６年度予算の更正について 

第１１号議題 令和７年度事業計画（案）について 

第１２号議題 令和７年度予算書（案）について 

第１３号議題 就業規則の改正について 

第１４号議題 給与規程の改正について 

 

報告事項１ ２０２４年「２４時間テレビ」４７福祉車両の

寄贈について 

 

 

 

就労継続支援Ｂ型事業所「きすきの里」事業報告 

 

１ 基本的な取組み 

就労継続支援 B 型事業所きすきの里では、法人理念「地域で共に暮らす喜びをめざし」

を基本として、一人ひとりに合った「働く」ことを通して、社会人として働き続ける喜び

を感じ成長していただけるように支援を行いました。また、三刀屋町の「ほほ笑み市」や

地域でのイベント（日登ふるさと祭り等）への出店などを通して地域の方とのつながりも

大切にしました。 

仕事についてはこれまで請け負っていた企業からの作業を安定的に継続しながら、「しん

かん（新作業棟）」での新たな作業も増やすことができ、前年度よりも更に多い作業収益を

得ました。また、お菓子や弁当の販売先を増やすことにも力を入れたことで販売収益も大

幅に増加しました。こうした取り組みと皆さんの頑張りで過去最大の収益を確保でき、平

均工賃５７６千円（昨年平均４９５千円）を皆さんに支給することができました。 

利用状況としては、令和６年度は家庭事情により１名退所されましたが、新たに３名の

方の利用開始があり、２４名の皆さんで活動しました。 

   営業日については令和６年度は予定通りの２６６日（１ケ月平均２２日）の開所となり

ました。平日は通常の作業を行い、土日及び祝日にイベントを実施しました。 
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２ 支援内容 

   利用者さんの支援計画書に基づいた支援を行いました。支援計画書は、基本的に半年ご

とに見直しを行いますが、利用者さんの到達度を見極め必要に応じて見直しを行いました。

支援計画作成に当たって、ご本人に具体的な希望を聞く機会を設け、その意向を反映させ

た計画書の作成に努めました。 

   利用者さんに具体的に工賃目標を示し、その目標が達成できるよう支援しました。 

① 企業の下請け作業 

   企業の下請け作業については、安定した作業量が確保できました。 

   新作業棟（通称“しんかん”）を活用し、新たな下請け作業に取り組みました。 

② 委託販売 

   和紙工芸、布製品（巾着、かばん等）を作製し、注文販売や委託販売先にて常時販売し

ました。委託先は「杜パン」、「くるみ市」、「まるまつ」、「kinoka」等と契約し販売するこ

とが出来ました。 

③ 調理 

   利用者さんが作業を通し、調理技術の他に一般就労に必要な社会生活マナーの習得や体

力の向上を図りました。 

   利用者さん及び職員の昼食を調理するほかに宅配弁当を一日平均約７５食提供しました。

また、生活介護事業所の利用者さんの昼食についても部分的な委託を受け調理作業を行い

ました。 

   マドレーヌ、スイートポテト、クッキー等の販売も継続して取組みました。令和６年度

には新たな販売先を開拓し、販売数を大幅に伸ばすことができました。三刀屋町の「ほほ

笑み市」、「いちにこカフェ」、「里マルシェ」での出店も好評で売り上げ増に繋がっていま

す。また、地域での祭り等（日登ふるさと祭り、賑わい市 等）への出店も行いました。 

④ 農耕作業 

雲南市木次町内で畑を３箇所借入れ、幅広い野菜の栽培に取り組み、収益の確保に努め

ました。 

   農産物の生産に当たっては、利用者さんのご家族や島根県振興センターと連携し、専門

的な知識を有する方の派遣を仰ぎ、安定的な収穫に努めました。収穫した野菜等は、事業

所の昼食、宅配弁当で使用するほか、イベント等において販売しました。 

公共施設の清掃業務は継続して実施しました。 

 

３ 就労支援について 

企業で働くことを体験できる職場体験実習を「雲南障がい者就業・生活支援センターア 

ーチ」と連携し、令和６年度は２名（昨年度３名）が実習を行いました。実際の職場で働 

くことで、働くことの「やりがい」や「厳しさ」を肌で感じる機会となり、企業側から基 

本マナーや仕事に対する取組姿勢等について評価してもらいました。 

 

４ 健康管理について 

  ８月に次の項目について、定期健康診断を実施し利用者さんの健康管理に努めました。     

    検査項目 身長・体重・視力、血液検査（脂質、肝機能、血液一般）、尿検査（尿糖） 
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          心電図、胸部Ｘ線、血圧 

  検査結果については、ご家族に連絡し施設側で取り組むことができるものについては、 

「横山医院での治療援助」、「食事の調整」、「運動療法（トレーニングマシンの使用等）」 

「血圧測定、検温」などをにより利用者さんの健康管理に努めました。通院等について 

は、きすき居宅介護センターひまわりと連携し対応に当たりました。 

感染症予防のためうがい及び手洗いの励行を徹底して実施し、希望される方には協力医療

機関と連携しインフルエンザ予防接種を実施しました。 

 

５ 昼食の提供  

昼食は利用者さんの選択制とし、事前説明及び同意を得て提供しました。 

栄養管理の下、必要な栄養基準量が確保されたバランスの取れた食事、旬の食材を利用 

した季節感のある食事の提供にも配慮しました。また、食事マナーの指導も実施しました。 

   特に次の点に留意して食事の提供を行いました。 

① 利用者さんの体調に合わせた調理  

・刻み食、粥食 

・喫食者の摂取量に合わせ副食の量の調節 

② ニーズ調査・把握 

・嗜好調査及び残食調査を行いニーズの把握に努めました。 

 

６ 利用される方の給料について 

   令和６年度の工賃支払目標金額を一人当たり３８４，０００円（年間）として取り組ん 

  だ結果、目標を大幅に上回る５７６，０００円を支給できました。 

 

７ 避難訓練等の実施 

   災害発生時に、敏速に利用者さんを安全な場所に避難誘導し、利用者さんの安全に務め 

るため定期的な避難訓練（消火訓練等総合的に実施）を実施しました。 

訓練の際には生活介護事業所と協力し、法人施設全体で実施しました。 

 

８ 年間の主な行事 

   新型コロナウィルス感染防止対策として、令和６年度も法人全体で行う行事は中止とし、 

  事業所単位でイベントを企画し、皆さんで楽しみました。また、コロナ禍以降中止にして 

いた旅行も５年ぶりに大型バスを貸切り、尾道へ日帰り旅行に行きました。 

 【主な行事】  

○ ４月 ５日(金) 花見（木次さくら土手） 

２０日(土) きすきの里グラウンドゴルフ大会（東日登交流センター） 

○ ５月１８日(土) いちご狩り（大森ファーム） 

○ ６月 １日(土) 軽スポーツ・モルック大会（きすきの里） 

１５日(土) おでかけイベント（華羅・杜のパン屋・ＫＩＮＯＫＡ） 

○ ７月１３日(土) ほほ笑み市・マルシェリーズ買い物 

○ ８月 ３日(土) 八雲風穴散策 
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○ ９月１４日(土) カラオケ・お茶会（きすきの里） 

２８日(土) 勉強会・旅行説明会（きすきの里） 

○１０月１４日(月) 賑わい市（木次駅周辺） 

○１１月 ３日(日) ダイハツマルシェ（松江市） 

    １０日(日) 日登ふるさと祭り・レクリエーション（日登） 

    ２２日(金) 日帰り旅行～尾道散策（広島県尾道市） 

○１２月２１日(土) お疲れ＆クリスマス会（倉田カフェ） 

○ ３月 １日(土) ショッピング（ゆめタウン出雲） 

    １４日(金) ニュースポーツ大会（アスパル） 

  

９ 会議等の開催  

   スタッフ会議を統括施設長も含めた就労継続支援Ｂ型事業所の正規職員全員で月１回 

程度開催し、利用者さんの支援計画の検討及び職員間の連絡調整を行いました。 

   また、半期に 1 回程度はパートスタッフも含めた全員での研修会等も開催しました。 

 

 

生活介護事業所「ほっとらいふ雲南」事業報告 

 

１ 基本的な取組み 

    ほっとらいふ雲南は障がいを抱える方たちが地域で安心し、その人らしく生活してい

くために日中活動の場としてサービスの提供を行いました。現在、①生活介護事業（障

がい支援区分３以上の方を対象としたサービス）、②地域活動支援センターⅢ型事業（ど

なたでもご利用になれるサービス）、③日中一時支援事業（児童、生徒さんを対象とした

日中の預かりサービス）、④島根県重症心身障害児（者）在宅サービス提供体制整備事業

（重たい障がいを抱える方にも安心してご利用頂ける為の体制整備）の４つの事業を行

い、幅広く受け入れの出来る体制を整え、日々のサービス提供を行いました。 

今年度も昨年度同様に、新型コロナウイルス感染防止対策に留意しながらの活動とな

りましたが、「ほっとスポット」を活用することによって、分散した活動、個別支援の充

実を図ることができました。 

年間では延べ 4,372 名（契約者数２６名）の方が利用されました。＊前年度 4,267

名 

 

２ 休日の開所事業 

    ほっとらいふ雲南では利用される方、また、そのご家族様の希望により沿った支援を

提供すべく、休日の開所日「わいわい土曜日」の提供を行いました。 

 

３ 主な事業内容 

① 文化活動（レクリエーション活動、作業・創作活動、班活動、音楽活動など） 

② 行事活動（各月の行事活動、季節に合わせた外出等の支援、創作活動など） 
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③ 日常的生活動作の習得支援（生活マナーの習得、買い物実習、調理実習など） 

④ 食事の提供（内容についてはきすきの里の事業計画 昼食提供と同様）、口腔ケア、入浴

支援、排泄等の介護、日常生活上に必要な支援 

⑤ 機能訓練（きすき居宅介護センターひまわりと連携し、希望者への東部島根医療福祉セン

ターへの同行、医師及び専門スタッフとの連携によるリハビリプランの作成、機能訓練の

計画的な実施など） 

 

４ 島根県重症心身障害児（者）在宅サービス提供体制整備事業について 

   島根県から補助金の交付を受け、重症心身障がい児（者）在宅サービス提供体制整備

事業を実施し、重度の障がいを抱える方にも安心してご利用頂けるサービスの提供に努

めました。なお、この事業は、平成１８年１月１日より島根県の指定を受けて実施して

います。 

 

５ 個別支援計画書の作成 

    ほっとらいふ雲南では、利用される方への「個別支援計画書」の作成を行いました。「個

別支援計画書」は活動面、生活面に重点を置き、ご利用者様一人一人の希望する生活に

向け、どのような活動や支援を提供すべきか、ご本人様とそのご家族、担当支援員が一

緒に考え目標を設定し作成しました。各計画書は一人一人の状況に応じ、概ね半年毎に

見直しを行い、話し合い、目標に近づけるようサービス提供に努めました。 

 

６ 送迎サービス 

    ６台の送迎車輌の使用及び「きすき居宅介護センターひまわり」に部分的に送迎を委

託し、雲南市を送迎のサービスエリアとして、自宅から施設までの送迎を行いました。 

 

７ 健康管理 

    健康管理については看護師を配置し、毎日の血圧測定、検温、服薬の管理に配慮しな

がら日常のチェックを行いました。また、希望される方には無料で健康診断を受けられ

るサービスを年１回提供しました。また、ご家族様との情報交換を密に行い、体調や表

情の変化に留意しながら日々の健康管理を行いました。 

    健康管理において施設側で取り組めることが具体的なものについては、次のような取

組みを行いました。また、病院への通院に関する支援については「きすき居宅介護セン

ターひまわり」と連携しより安心して生活できるよう支援しました。 

   ・ 各医療機関への通院支援（通院介助、移動支援など） 

   ・ 食事の制限 

   ・ 運動療法（トレーニングマシンの使用等） 

   ・ 血圧測定、検温、体重測定  

   ・ 服薬管理 

また、風邪や感染症予防のため、うがい及び手洗いの励行を徹底して実施し、希望さ

れる方には協力医療機関と連携し、インフルエンザ予防接種及び、新型コロナウイルス

ワクチン接種を受けるための支援も行いました。 
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今年度も新型コロナウイルス感染対策として、法人本部「新型コロナウイルス感染対

策委員会」からの指示の元、送迎時の検温や消毒、来所時の検温と消毒、手洗いの徹底、

定期的な換気や活動の工夫を行い、健康管理については細心の注意を払い、利用される

方、スタッフの感染防止対策に努めた結果、施設内での感染拡大を防ぐことができまし

た。 

 

８ 避難訓練等の実施 

   利用される方の安全確保の為、災害発生時に敏速に安全な場所に避難できるよう、定

期的に避難訓練（消火訓練等総合的に実施予定。）を実施しました。訓練の際にはきすき

の里と協力し、当法人施設全体で実施しました。 

 

９ 家族会と交流会の実施 

    ほっとらいふ雲南では、障がいを抱える方への支援においてもっとも重要な支援方法

として「家族との連携」を考えています。担当職員は連絡帳、送迎時のコミュニケーシ

ョン、必要な時には電話や訪問を通じて家族の方との交流を図るよう努めました。 

    また、例年家族会・交流会として開催しているイベントについては、新型コロナウイ

ルス感染防止対策として開催することが出来ませんでした。 

 

１０ 会議等の開催 

    職員会議   法人の正規職員全員で不定期開催し、職員間の連絡調整を行いました。 

    ケース会議  生活介護事業所の正規職員全員で２週～３週間に１回開催し、利用者

の支援計画の検討及び生活介護事業所内の連絡調整を行いました。 

           また、日々の活動の振り返りを毎日のスタッフミーティングとして行

い、利用される方たちへのサービス提供における必要な情報の共有や課

題の整理を行い、きめ細やかなサービス提供に反映することが出来まし

た。 

    勉強会   毎月の会議の際に職員間のスキルアップと連携の強化を目的として、専

門分野についての勉強会を実施しました。（障がいの知識を深める為の研

修、レクリエーション技術講習など） 

    ほっと会議  今年度より 2 ヶ月に 1回のほっとスタッフ全員を対象としたスタッフ

会議＆研修会を実施しました。法人の理念でもある「地域で共に暮らす

喜びをめざす」ことの再確認を目的として、原点に立ち返って生活介護

事業所の存在意義について研修会を行い、一人一人のご利用者へ対して

できることを話し合う機会としました。今後の更なるサービスの質の向

上を目指します。 
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きすき居宅介護センター「ひまわり」事業報告 

 

１ 基本的な取組み 

令和６年度も従来通りのサービスを提供しました。 

地域で生活する障がいを抱える方たちへ、個々の心身状況及びその環境に必要な介護を

行い、地域での生活をより楽しく快適なものとなるよう居宅介護等のサービスを提供しま

した。 

新型コロナウイルス対策として、利用される方が安心してサービスを利用することがで

きるよう、基本的な感染症対策を徹底しました。 

毎月開催される雲南地域訪問介護協議会において、他事業所の状況報告や意見交換を行

い、情報共有をしたり研修会に参加したりし、スタッフのスキルアップを図っていきまし

た。令和６年度は『医師から見た生活習慣病について』研修会があり参加しました。 

 

２ 対象となる方 

   雲南市に在住の障がいを抱える方とし、特に必要があると認められた場合は雲南市以外 

の方に対してもサービスを提供しました。 

 

３ 業務内容 

   障がいを抱える方それぞれのライフスタイルに合った支援を必要に応じて以下のような

内容のサービスを提供しました。 

① 居宅介護（身体介護、通院等介助、通院等乗降介助） 

 居宅において入浴、排せつ、食事等の介護。 

病院において支援の必要な方に対する通院介助。 

 病院への移動における乗車時・降車時の介助。 

② 行動援護 

 常に支援を必要とする知的・精神障がいを抱える方を対象とし、行動面において困難

を伴う場合において、危険等を回避する為の必要な支援や外出中、移動中の介護サービ

スの提供を行いました。 

③ 移動支援 

 障がいを抱える方たちが円滑に外出することが出来るよう移動中の支援を行いまし

た。 

 ・個別支援型  ・グループ支援型  ・通所支援型 

 

４ 業務日及び営業時間 

① 次の休業日以外を営業日としました。 

・夏季休業    ８月１３日～８月１５日 

・年末年始休業 １２月２９日～１月 ３日 

② 営業時間は次のとおりとしました。 

・８：３０～１７：３０ 
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   ただし、必要があると認めた場合においては、休業日、営業時間外においてもサービス

の提供を行いました。 

 

５ 職員の配置 

① 事業所管理者 

② サービス提供責任者 

③ 支援員（ヘルパー） 

 

６ 居宅介護計画の作成 

   個々の状況、環境にあった支援計画を作成し、より高い効果のあるサービス提供に努め 

ました。また、居宅介護計画は個々の状況や環境の変化にあった支援を提供する為、定期 

的な見直しを行いました。 

 

７ 健康管理 

   個々の状況、環境および保健医療サービスの状況等を把握し、法人内で取り組めるもの 

については各事業所と連携し、ひとりひとりに合った支援を提供しました。 

 

 

共同生活介護事業所きすきひまわりの家事業報告 

 

１ 基本的な取組み 

今年度は、利用される方が安心して地域生活を送れるよう、感染症対策を行いながら、

生活に彩を添え交流を深めるため花見やバーベキューなどのイベント活動を実施しました。

また各居室に電気メーターを設置し電気代の使用量を把握することで、節約意識を高め、

光熱費の削減を目指す取り組みを開始しました。ADL の低下防止と健康維持のため、日々

の生活支援に加え適切な運動や健康相談などを行うとともに、地域社会と連携し様々な事

業を活用することで、利用される方が地域の中で充実した生活を継続できるよう支援しま

した。また令和７年度からは、公平性を期すため各居室の電気代につきましては原則とし

て自己負担とさせていただき、食事代につきましても物価高騰の影響を受け、一食当たり

２０円の値上げを実施することにしました。これらの変更については、事前に皆様に説明

させていただき、ご理解をいただいています。今後も利用される方が地域の中で安心して

楽しく暮らせるよう、質の高い支援を提供していきます。 

 

２ 業務内容 

   利用される方にとって快適で安心できる共同生活を確保するため、次のようなサービス

を適切に提供しました。 

・ 家事等の日常生活上の支援 

利用される方の個々の状態を把握し、個々の能力に応じた援助を行い、人権の擁護とプ

ライバシーの保護に努めました。また個々の身体機能やニーズに応じた計画を作成し、個
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別に支援が出来る体制の確保を行いました。 

・ 食事の提供 

利用される方の個々の食事形態や嗜好に合わせた食事の提供を行うと同時に、献立作成、

盛付などを工夫し、喜ばれる食事を提供しました。また、利用される方の体調に応じ食事

の形態や内容に対応出来るよう努め、楽しく安心した食事を提供しました。 

・ 入浴、排泄等の支援 

    利用される方の健康状態を把握し、事故のないよう細心の注意を払いながら、個々の

能力や身体状況に応じた介助を行いました。 

・ 健康管理 

 毎日の検温等を行い、利用される方の健康状態の把握に努めます。不安を感じておられ

る方の健康相談に応じることで、その不安の緩和を図りました。 

・ 緊急時の対応 

 関連機関と連携し、速やかに対応しました。 

・ 日常生活における相談支援、日中活動に係る事業所等の関係機関との連絡調整 

常に利用される方の心身の状況、そこにおかれている環境などの的確な把握に努め、利

用される方やそのご家族に対し、その相談に適切に応じるとともに、必要な助言その他の

援助を行いました。 

・ 感染症対策 

手洗いうがいや施設内の換気、消毒を徹底しました。 

 

３ 入居定員  

・きすきひまわりの家  ６名 

・きすきたんぽぽの家  ６名 

利用者年齢 

 30～39 40～49 50～59 60～６９ ７0～ 

男  １名 １名 5 名 2 名 

女 1 名  ２名   

 

４ 対象となる方 

  １８歳以上の障がいを抱える方で市町村長が共同生活住居への入居を必要と認めた者とし、

主として知的障がいを抱える方を対象とします。 

   

５ 利用料 

① 市町村が決定した利用者負担上限月額に達するまでの定率負担による利用者負担額。 

② 家賃 20,000 円／月～22,000 円／月、食費 28,000 円／月、光熱水費・共益費 8,000

円／月 

   ただし、食費、光熱水費・共益費については、３ヶ月ごとに精算します。 

 

③ 生活保護受給者・市町村民税非課税世帯の者については、市町村に申請することにより
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月額 10,000 円の家賃補助を受けることが出来ます。 

 

６ 個別支援計画書の作成 

  個別支援計画書作成においてはケース会議を行い、利用される方が希望する地域で、その

人らしく生活することを応援できるよう、利用される方とその家族、支援者と共に考え、作

成し、実行しました。 

 

７ 会議の実施 

  夜勤者会議・・ 正規職員及び臨時職員全員で利用される方の支援計画の検討及び事業所

内の連絡調整を行いました。 

  勉強会・・・・ 利用される方に対し適切なサービスの提供ができるよう、人権の擁護、

虐待の防止、災害時の対応、障がいの知識等を深め、従事者の資質向上の

ための勉強会を実施しました。 

 

８ 避難訓練等の実施 

  災害発生時に、迅速に利用される方を安全な場所に避難誘導し、利用される方の安全に努

めるため、年 2 回程度避難訓練を実施しました。 

 

９ その他 

 ・ 常に利用者の家族と連携を図るとともに利用者とその家族との交流等の機会を確保する

よう配慮しました。 

 ・ サービス提供体制の確保、夜間における緊急時の対応等のため、他の障害福祉サービス

事業者など関係機関等との連携及び支援体制を確保しました。 

 

 

短期入所事業所事業報告 

 

１ 基本的な取組み 

   居宅においてその介護を行う者の疾病その他の理由により、短期間の入所等を必要とす

る障がい者を抱える方に対し、入浴、排泄又は食事等の介護その他の必要な保護を適切に

行うことで、利用される方の心身の機能維持を図るとともに、そのご家族の方々の身体的

及び精神的な負担軽減に努めました。２棟の共同生活介護事業と一体的な事業運営を通じ、

連携を密に質の高いサービスの提供に努めました。また感染症対策をきちんと行い、利用

される方の受け入れを行いました。さて令和７年度からは、昨今の社会情勢、特に物価高

騰の影響を受け、利用者される方にご負担いただく料金の一部を見直さざるを得ない状況

となりました。これまで無料としていた水道光熱費を１日あたり１００円、シーツ等の洗

濯にかかる洗濯代として、１回あたり１００円を新たに設定しました。加えて、食材費の

高騰により食費についても別途料金を改定することにしました。今回の料金改定は、水光
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熱費、洗濯に関わる費用、そして食材費等の高騰が著しく、現行の料金体系を維持するこ

とが困難であると判断に到ったためです。利用される方へのご負担が増加することについ

ては深くお詫び申し上げますが、事業の持続可能性を考慮し、ご理解賜りますようお願い

申し上げます。今後も利用される方が安心して短期入所をご利用いただけるよう、質の高

いサービスの提供に努めていきます。今回の料金改定を踏まえ、より効率的な運営体制を

構築し、利用される方への影響を最小限に抑えるように努めていきます。 

 

２ 業務内容 

  利用者される方の快適な保護を確保するため、次のようなサービスを提供しました。 

① 入浴又は清拭 

   利用される方の健康状態を把握し、事故のないよう細心の注意を払いながら、個々の能

力や身体状況に応じた介助を行い、ゆっくりと心地よく入浴していただけるよう努めまし

た。また入浴することが困難な場合は、清拭を実施するなど、利用される方の清潔保持に

務めました。 

② 食事の提供 

   当事業所の食費負担分は次のとおりとします。利用される方の食事形態や嗜好に合わせ

た食事の提供を行うと同時に献立作成、盛付などを工夫し、喜ばれる食事を提供しました。

また、利用される方の体調に応じ食事の形態や内容に対応出来るよう努め、楽しく安心し

た食事を提供しました。 

  1 生活保護、低所得１、低所得２及び一般 

   ・ 朝食 ２３０円、昼食 ３００円～４００円、夕食 ４００円  

  2 一般 

   ・ 朝食 ３６０円、昼食 ５５０円～６５０円、夕食 ７００円 

③ 送迎サービス 

   ご自宅での送迎が困難な場合には送迎を行いました。送迎時は、事故のないよう安全に

配慮し、常に利用される方の状態を観察しながらの運転に努めました。 

 

３ 利用定員  

きすきひまわりの家  定員 １日 ２名 

きすきたんぽぽの家  定員 １日 ２名  

施設の利用状況 

区 分 
４ 

月 

５ 

月 

６

月 

７

月 

８ 

月 

９

月 

10 

月 

11 

月 

12

月 

１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

年 

計 

開所日数(日) 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 2９ 31 365 

延利用者数(人) 68 80 75 62 64 65 68 90 73 67 62 81 855 

1 日平均利用者数(人) 2.4 1.9 2.1 2.3 1.7 2.2 2.1 2.5 3.1 2.８ 3.0 2.７ 2.4 

利用率(％) 

一日平均利用者 

  ／定員 

58 65 50 53 55 55 75 60 55 55 55 58 60 

  ＊少数第 2 位四捨五入  
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４ 対象となる方 

  介護を行う者の疫病その他の理由により居宅において介護を受けることが一時的に困難と

なった障がい者を抱える方を対象とし、主として知的障がいを抱える方を対象とします。 

 

５ 職員配置 

  共同生活介護事業所と一体的に配置し対応しました。 

  生活支援員又は介護職員、調理員については、調理業務を他に委託するため配置しません

でした。 

 

６ その他 

  常に利用される方のご家族と連携を図るよう努めました。また、地域の住民及びボランテ

ィア団体等との連携及び協力を行なう等の地域との交流に努めました。 

 

 

きすき相談支援センターおれんじ事業報告 

 

１ 基本的な取組み 

令和６年度の相談支援事業は、基本相談として雲南市と飯南町から委託を受け、障がいを

抱える方の様々な悩みや相談を受け付けました。主な相談内容は福祉サービスの利用に関す

る支援、健康・医療・精神的不安に関する支援、生活技術に関する支援が多くありました。

福祉サービスを利用されている方への「計画相談」につきましては、定期的な見直しを行い、

より適切な支援に繋げていく取組みを行いました。 

  雲南市基幹相談支援センターでは、市内８つの相談支援事業所の中核的な役割を担い、障

がいを抱える方への相談支援の充実、雲南市内の相談支援体制の強化を図るための取り組み

を主に行いました。具体的には、①総合的・専門的な相談支援に関すること、②地域の相談

支援体制の強化、③権利擁護・虐待防止に関すること、④地域移行・地域定着の促進、⑤総

合支援協議会（地域部会）の運営に関することについて取り組みました。 

当相談支援事業所を利用されている方は現在１１４名（うち児童３９名）いらっしゃいま

す。 

 

２ 業務内容 

（１）基本相談 

基本相談の具体的な業務としては、以下のサービス提供と取組みを行いました。 

・ 福祉サービスを利用するための支援（サービス内容や施設の紹介、手続き上の支援等） 

・ 社会資源を活用するための支援（社会資源の紹介、同行、開拓など） 

・ 社会生活力を高めるための支援（情報の提供、助言、サービスの調整など） 

・ ピアカウンセリング（人と人とのつながり作り、場の提供など） 

・ 人権を守るために必要な援助 

・ 地域自立支援協議会への参加、運営など 
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・ サービス等利用計画の作成と定期的な計画の見直し 

・ 障がい支援区分認定調査 

・ その他、必要な支援 

 

（２）基幹相談支援センター業務 

基幹相談支援業務としては、以下の取り組みを行いました。 

① 総合的・専門的な相談支援に関すること 

雲南市の相談窓口の拠点として、障がいの種別に関係なく、総合的な相談支援を行い

ました。また、相談内容に応じて適切な支援機関の紹介もしました。 

ア）困難ケースへの対応 

イ）関係機関（保・幼・学校等）への周知と相談対応 

   雲南市の小中校長会へ出席し、基幹相談支援や障がい児福祉サービスについて説明 

をしました。 

② 地域の相談支援体制の強化の取り組みに関すること 

地域の相談支援事業所に対して助言を行ったり、研修会や事例検討会の開催などを通

して地域全体の支援力向上を目指しました。また、地域の福祉や医療・教育・就労など

の関係機関との連携を図りました。 

ア）相談支援連絡会の企画（研修会を年７回開催） 

イ）個別支援計画・モニタリングのチェック 

毎月行われた雲南市基幹相談支援センター定期連絡会にて、各事業所から提出さ 

 れた個別支援計画・モニタリングのチェックを行いました。 

ウ）他圏域・県外からのケースの調整 

松江養護学校、出雲養護学校の卒業後の進路について進路相談会に出席すると共 

 に、市内相談支援事業所へのケース調整を行いました。 

エ）相談支援専門員へのスーパーバイズ 

各事業所からケース相談を受け、助言や支援会議・訪問の同行などの協力を行い 

ました。 

オ）相談支援専門員のネットワークづくり 

各関係機関の会議への出席や講演の依頼を受ける等、関係機関等とのネットワー 

クの強化に努めました。 

・高齢者障がい者連携会議 

・雲南市ひきこもり支援関係者会議 

・雲南市健康づくり推進協議会 

・島根県相談支援専門員協会研修（リモート研修）  等 

 

③ 権利擁護・虐待防止に関すること 

障がいのある方やご家族から権利侵害（虐待など）に関するご相談を受け、本人の想

いを尊重し、成年後見制度や日常生活自立支援事業などの利用支援を行うこととしてい

ます。令和６年度は成年後見制度の利用につながる個別ケース対応はありませんでした

が、日常生活自立支援事業の利用の紹介は数件ありました。 
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④ 地域移行・地域定着の促進の取り組みに関すること 

施設や病院から“地域で暮らしたい”という方々が地域で安心して暮らせるよう関係

機関と連携して支援することとしました。令和６年度は退院者への支援が数件ありまし

た。 

 

⑤ 総合支援協議会の運営に関すること 

協議会を通じて、地域のネットワークづくりをすすめました。各ワーキングの活動に

も参加し、課題解決に向けた取り組みを行いました。 

ア）総合支援協議会（地域部会）の運営（年３回） 

 令和６年度は５月、１２月、３月に雲南市地域部会を開催し、主にワーキンググル 

ープの取り組み状況についての協議を行いました。 

 

３ 基本相談の受付人数と件数 

 

４ 対象者 

  雲南地域在住の障がいを抱える方とその家族または関係機関（障がいの種別は問いませ

ん。）で相談及び支援を希望される方。 

 

５ 職員配置 

① 管理者          １名 

② 相談支援専門員 ２名 

 

６ 利用料 

   無料。 

 

７ 機密の保守 

   相談・支援等で知り得た個人情報については、関係法令、ガイドライン及び本法人個人

情報保護規程に基づき、漏洩することのないよう適正な管理に配慮しました。 

 

 

 

 

 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

10

月 

11

月 

12

月 
１月 ２月 ３月 計 

件数  51  49  64  59  50  43  71  40  57  56  51  56 
  

647 

人数 40 27 39 32 28 23 25 22 31 29 23 30 
34

9 
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放課後等デイサービス「ひなたぼっこきすき」事業報告 

 

１ 支援の方針 

    「ひなたぼっこきすき」では、対象となる児童の在宅支援の一環として「家庭」「学校」

をつなぐ第３の「安心できる居場所」の提供と、児童ひとりひとりにあった計画的な療

育を目的としたサービスの提供を行いました。特に児童の秘める成長の可能性に着目し、

さまざまな社会体験を通じて、成長できるよう療育を行いました。また、児童ひとりひ

とりがサービス利用期間中に充実した時間を過ごすことによって、家庭や学校で「個性」

を発揮し、自己肯定感を向上させ、自己実現につながるよう支援を行いました。年間延

べ、2,543 名（昨年度比 166 名増）の児童が利用されています。 

    また、今年度も自立支援協議会の中の児童ワーキンググループへ参加し、雲南市の抱

える児童に関する地域課題に取り組むことにより、より地域のニーズに寄り添った貢献

活動を行うことができました。 

 

２ 対象となる方 

   原則として小学校入学時から高等学校卒業（満１８歳到達後の最初の３月３１日まで

の間）までの方であって、住所地のある市町村長から放課後等デイサービス事業の利用

認定を受けた方。 

 

３ 定員 

  １０名（１日あたり） 

 

４ 利用時間 

① 学校通学日 

月曜日から金曜日  １３：００～１８：００ 

② 休校日（春休み、夏休み、冬休み 振替休日など） 

月曜日から金曜日   ８：００～１８：００ 

③ 休業日 

土曜日、日曜日、国民の祝日 

盆休み（８月１３日～１５日） 

正月休み（１２月２９日～１月３日） 

 

５ 主な事業の内容 

    「家族、本人が安心できる環境」と「友だち作りの場」の提供 

生活能力の向上のための専門的な支援 

    社会体験学習の機会の提供 

    発達の状況に応じた遊びと学びの提供 

    表現活動（音楽、アート、調理など）による自己表現の場の提供 

    イベントの開催（アートワークショップ、クリスマス会） 
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   ＊今年度については、新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、法人全体での行事

は行わず、事業所単独でのイベント開催となっています。 

 

６ 支援方法 

① 児童発達支援計画に基づいた支援（児童発達支援管理責任者） 

 本人や家族の希望する支援を専門的な視点から計画し、目標到達に向けて支援を提

供しました。また、本人の得意なこと、好きなことに着目し、個性を活かした支援の

提供を行いました。 

② 基本的生活習慣を身につける 

毎日の生活習慣・・・あいさつ、返事、団体行動、移動、着席 など 

身辺の自立習慣・・・持ち物整理、トイレ、手洗い、歯磨き など 

 

７ 健康管理 

    日々の健康チェックを行い、心身の状況を把握に努めました。また、家庭、学校との

連携を行い、児童の状況にあった対応を行いました。 

    また、今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、来所時の検温、手指消

毒を行い、活動の分散、定期的な換気など、感染予防を徹底して行いました。 

 

８ 給食サービス（休校日のみ） 

    当法人が運営する就労継続支援Ｂ型事業所「きすきの里」に業務委託し、栄養管理の

もと利用される方に合った昼食の提供を行いました。 

 

９ 送迎サービス 

   学校から「ひなたぼっこきすき」までの送迎サービスを行いました。 

   また、希望される方については「ひなたぼっこきすき」から自宅までの送迎を行いま

した。 

 

１０ 職員会議 

    スタッフ会議・・・２週間に１回、スタッフ会議を開催し情報の共有や課題の整理を

行いました。 

    勉強会・研修会・・月１回の勉強会を行い、障がいの理解を深め、質の高いサービス

提供を目指しました。 

             また、スタッフ間での事例検討会や各ケースに関する基礎知識の

共有を目的とした勉強会を実施しました。 

             不登校支援の専門機関であるおんせんキャンパスと合同での交流

会をリモートで開催し、互いの情報交換、来年度に向けての研修会

の企画などを行いました。 

    定期相談会・・・・年２回のモニタリングを含め、定期的に保護者相談会を実施しま

した。２２名の保護者の方が参加され、日々の困りごとや児童との

関わり方について聞き取りや助言を行いました。 



 

５１ 
 

  
  

| 

 

１０ Famie ぼっこの開催（こどもと家族をつなぐ交流の場の提供） 

今期のふぁみえぼっこは、特に外出の難しい冬季に集中的に行うことによって、多く

の方に参加してもらうことができました。カフェ、音楽会、写真展、味噌作りなど、各

種イベントを行うことにより、地域の方との交流、家族同士の交流も合わせて行えるイ

ベントとなりました。 

 

１１ 家族会の開催（きずなをつむごうとの合同企画） 

    発達障がいや医療的ケアを必要とする児童の母親を中心とした家族会「きずなをつむ

ごう」との合同企画で、家族交流のための茶話会を年６回開催しました。6 月には、雲

南市内にある学校に行きにくいお子さんをサポートしているおんせんキャンパスの池田

隆史氏より、不登校支援についての講演を開催し、同じような悩みを抱える保護者の方

たちの情報交換、交流の場を提供することができました。また、原点に立ち返り、保護

者の方を対象としたカフェを定期的に開催し、悩みを相談できる場所作りをサポートし

ました。ひなたぼっこきすきを利用するご家族だけでなく、地域で暮らす子を支える家

族のための交流の場を提供することができました。 

 

１２ ひなたぼっこ Instagram 

    「より安心してご利用頂けるためのサービスを目指すこと」を目的として、ひなたぼ

っこをご利用の保護者の方に向けて Instagram を開始しました。よりタイムリーにお子

さまの様子を見て頂ける他、情報の発信などにも役立てることができました。 

 


